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1. 機能概要 

1.1 概説 

産業分野におけるイーサネット通信は従来と比較し、高速リアルタイム応答性や低消費電力化などの高性能

な機能の要求が強くなっています。従来の方法（イーサネットワーク処理そのものをハードウェア化する方法、

または高速ネットワーク処理専用 CPU を用いる方法）では必ずしも実現できるわけではありません。 

 

ルネサス製イーサネット通信 LSI「R-IN32M3 シリーズ」は FA 分野におけるイーサネット通信で必要となる

以下の機能を搭載しております。 

 

 ・高速リアルタイム応答性、高精度通信制御（低ジッター通信） 

 ・低消費電力 

 ・ArmⓇ社製 CortexⓇ-M3 コア内蔵 

 ・リアルタイム OS（Real-Time OS）アクセラレータ内蔵（μITRON version4.0 相当） 

 ・Gigabit EtherMAC（R-IN32M3-CL のみ） 

 ・10/100Mbps EtherPHY（R-IN32M3-EC のみ） 

 ・ネットワーク処理専用 DMA コントローラ及びバッファ 

 ・リアルタイム OS アクセラレータによる低 CPU 負荷での高速通信処理 

 ・タイマ、各種シリアル・インタフェース、汎用 I/O ポート（GPIO）、外部メモリ・インタフェース 

 

1.2 製品ラインナップ 

R-IN32M3シリーズは下記2製品をラインアップしております。 

 

表1.1 R-IN32M3 製品ラインアップ 

製品名 特徴 

R-IN32M3-EC EtherCATⓇ Slave Controller 対応版 R-IN32M3 

R-IN32M3-CL CC-Link IE Field（インテリジェントデバイス局）対応版 R-IN32M3 
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1.3 機能概要 

 

表1.2 R-IN32M3 の機能概要（1/2） 

品名 

項目 
R-IN32M3 

CPU コア Arm 社 Cortex-M3 32 ビット RISC CPU 

＋Real-Time OS Accelerator（Hardware Real-Time OS） 

 動作周波数 100MHz 

 命令セット ThumbⓇ-2 命令 Armv7-M アーキテクチャ 

命令 RAM 768K バイト（ECC 対応） 

データ RAM 512K バイト（ECC 対応） 

バッファ RAM 64K バイト（ECC 対応） 

内部システム・バス ・32 ビット・システム・バス 100MHz 

・128 ビット・コミュニケーション・バス 100MHz 

DMA 機能 ・4 チャネル＋1 チャネル（リアルタイム・ポート用） 

・ソフトウェア・トリガ、各種割り込み信号からの DMA 起動が可能 

ブート・モード ・シリアル・フラッシュ ROM ブート 

・外部メモリ・ブート 

・外部マイコン・ブート 

外部メモリ・アクセス機能 ・バス・サイジング機能（16 ビット／32 ビット） 

・ページ ROM／ROM／SRAM インタフェース 

・同期式バースト・メモリ・インタフェース 

・スタティック・メモリ用チップ・セレクト信号：4 本 

・外部メモリ空間：合計 256M バイト（最大時） 

・プログラマブル・ウエイト機能 

外部マイコン・インタフェース ・バス・サイジング機能（16 ビット／32 ビット） 

・スタティック・メモリ用の汎用インタフェース 

・アドレス空間：2M バイト（Instruction RAM, Data RAM, レジスタ領域） 

シリアル・フラッシュ ROM 

メモリ・コントローラ機能 

・各社 SPI 互換シリアル・インタフェース対応 

・シリアル・メモリ・デバイスから直接ブート可能 

・Fast Read, Fast Read Dual Output, Fast Read Dual I/O モードに対応 

・メモリ空間に直接割り付け 

割り込み ・外部割り込み 29 本 

内蔵周辺機能  

 I/O ポート CMOS 入出力：最大 96 本 

 タイマ（3 系統搭載） ・ハードウェア RTOS 内蔵タイマ 

 ・CPU 内蔵タイマ 

 ・4 チャネル・タイマ・アレイ 

・32 ビット・カウンタおよび 32 ビット・データ・レジスタ 

・外部信号によるカウント機能 

 ウォッチドッグ・タイマ ・1チャネル 

・ソフトウェア・トリガ・スタート・モード 

・エラー時の動作 

－NMI要求の生成 

－リセット要求の生成 
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表 1.2 R-IN32M3 の機能概要（2/2） 

品名 

項目 
R-IN32M3 

内蔵周辺機能  

 アシンクロナス・シリアル・ 

インタフェース 

・2チャネル 

・全二重通信 

・受信FIFO（10ビット×16）、送信FIFO（8ビット×16）内蔵 

・受信エラーとステータス出力機能 

・キャラクタ長：7, 8ビット、 

・パリティ機能：奇数、偶数、0、なし 

・送信ストップ・ビット：1, 2ビット 

 I2Cシリアル・インタフェース ・2チャネル 

・動作モード（標準モード、高速モード） 

・転送モード（シングル転送モード、連続転送モード） 

・通信データ長：8ビット 

 CANコントローラ ・2チャネル 

・ISO11898に準拠 

・標準フレームと拡張フレームの送受信が可能 

・転送速度：最大1Mbps 

 クロック同期式 

シリアル・インタフェース 

・2チャネル 

・3線式シリアル同期データ転送 

・マスタ・モードまたはスレーブ・モードを選択可能 

・ボー・レート・ジェネレータを内蔵 

・通信データ長：7ビット～16ビット 

 CC-Link ・インテリジェントデバイス局注3 

・リモートデバイス局 

10/100/1000Mbps Ether MAC注1 ・1チャネル 

・スイッチ機能（2ポート） 

・GMII／MIIインタフェース 

10/100Mbps EtherPHY注2, 注4  ・2ポート 

・10BaseT, 100BaseTX/FX対応 

CC-Link IE注1 CC-Link IE Field（インテリジェントデバイス局） 

EtherCAT注2 EtherCAT Slave controller 

オンチップ・デバッグ機能 ・シリアルワイヤもしくはJTAGの選択 

・フル・トレース機能（ETM内蔵） 

内蔵PLL 25MHz入力で、各クロックを内蔵PLLで生成 

電源電圧 端子電源用：VDD33 = 3.3±0.3V 

内部電源用：VDD10 = 1.0±0.1V 

内蔵PHY用電源注2：VDD15 = 1.5±0.15V（内蔵レギュレータ使用可能） 

 

注 1.  R-IN32M3-CL のみ対応します。 

2.  R-IN32M3-EC のみ対応します。 

3.  詳細は弊社にお問い合わせください。 

4.  EtherCAT P には対応していません。★ 
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1.4 機能ブロック図 

1.4.1 R-IN32M3-EC 
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1.4.2 R-IN32M3-CL 
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1.5 メモリ・マップ 

予約領域

同期式バーストMEMC

制御レジスタ（8Kバイト）

予約領域

CC-Link（マスタ／スレーブ）

ブリッジ制御レジスタ（1Kバイト）

予約領域

Real Time port

（1Kバイト）

GPIO

（1Kバイト）

DMAコントローラRTPORT

制御レジスタ領域（1Kバイト）

DMAコントローラ

制御レジスタ領域（1Kバイト）

シリアル・フラッシュROM
 メモリ・コントローラ

制御レジスタ領域（1Kバイト）

外部メモリ・コントローラ

制御レジスタ領域（1Kバイト）

予約領域

QINT BUFID

（4Kバイト）

Giga bit Ether

（4Kバイト）

HW-RTOS

（64Kバイト）

予約領域

バッファ・メモリ

占有空間

（128Mバイト）

外部メモリ領域

（256Mバイト）

データRAM領域

（512Kバイト）

予約領域

bitband alias領域

（16Mバイト）

予約領域

APB周辺レジスタ領域

（512Kバイト）

AHB周辺レジスタ領域

（192Kバイト）

予約領域

Ether CAT領域

（12Kバイト）

予約領域

CC-Link Masterメモリ

領域（8Kバイト）

CC-Link Master I/O

領域（4Kバイト）

CC-Link Slave

領域（4Kバイト）

シリアル・フラッシュROM領域

（32Mバイト）

命令RAMミラー領域注

（768Kバイト）

予約領域

命令RAM領域

（768Kバイト）

bitband alias領域

（32Mバイト）

予約領域

予約領域

Cortex-M3

システム・レベル領域

（512Mバイト）

040C 0000H

400B 0000H

400E 3000H

FFFF FFFFH

E000 0000H

4400 0000H

400F C000H

4200 0000H

040B FFFFH

0400 0000H

000B FFFFH

03FF FFFFH

0200 0000H

0000 0000H

システム領域

iCode, dCode領域

DFFF FFFFH

43FF FFFFH

400F BFFFH

400F B000H
400F AFFFH

400F A000H
400F 9FFFH

400F 8000H

400E 2FFFH

400E 0000H

400A FFFFH

4008 0000H
4007 FFFFH

4000 0000H

2200 0000H

22FF FFFFH

2008 0000H

2000 0000H

2007 FFFFH

1000 0000H

1FFF FFFFH

0FFF FFFFH

0800 0000H

000C 0000H

4008 0000H

4009 0000H

4009 1000H

4009 2000H

400A 2000H

400A 2400H

400A 2800H

400A 2C00H

400A 3000H

400A 3400H

400A 4400H

400A 4800H

400A FFFFH

400A 8000H

 

図1.1 メモリ・マップ（全体）（R-IN32M3-EC） 

注.  上記命令 RAM ミラー領域(768K バイト)はブート・モードにより実際にアクセスが発生するアドレス

が変化します。詳細は「R-IN32M3 シリーズ ユーザーズ・マニュアル周辺機能編」の「5.3 ブート・

モードによるメモリ MAP の違い」を参照してください。 
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予約領域

同期式バーストMEMC

制御レジスタ（8Kバイト）

予約領域

CC-Link（マスタ／スレーブ）

ブリッジ制御レジスタ（1Kバイト）

CC-Link IE Field Network

ブリッジ制御レジスタ（1Kバイト）

予約領域

Real Time port

（1Kバイト）

GPIO

（1Kバイト）

DMAコントローラRTPORT

制御レジスタ領域（1Kバイト）

DMAコントローラ

制御レジスタ領域（1Kバイト）

シリアル・フラッシュROM
 メモリ・コントローラ

制御レジスタ領域（1Kバイト）

非同期SRAM MEMC

制御レジスタ領域（1Kバイト）

予約領域

QINT BUFID

（4Kバイト）

Giga bit Ether

（4Kバイト）

HW-RTOS

（64Kバイト）

予約領域

バッファ・メモリ

占有空間

（128Mバイト）

外部メモリ領域

（256Mバイト）

データRAM領域

（512Kバイト）

予約領域

bitband alias領域

（16Mバイト）

予約領域

APB周辺レジスタ領域

（512Kバイト）

AHB周辺レジスタ領域

（192Kバイト）

予約領域

CC-Link Masterメモリ

領域（8Kバイト）

CC-Link Master I/O

領域（4Kバイト）

CC-Link Slave

領域（4Kバイト）

シリアル・フラッシュROM領域

（32Mバイト）

命令RAMミラー領域注

（768Kバイト）

予約領域

命令RAM領域

（768Kバイト）

予約領域

CC-Link IE Field

Network領域

（256Kバイト）

bitband alias領域

（32Mバイト）

予約領域

予約領域

Cortex-M3

システム・レベル領域

（512Mバイト）

040C 0000H

400B 0000H

FFFF FFFFH

E000 0000H

4400 0000H

4014 0000H
4013 FFFFH

4010 0000H

400F C000H

4200 0000H

040B FFFFH

0400 0000H

000B FFFFH

03FF FFFFH

0200 0000H

0000 0000H

システム領域

iCode, dCode領域

DFFF FFFFH

43FF FFFFH

400F BFFFH

400F B000H
400F AFFFH

400F A000H
400F 9FFFH

400F 8000H
400F 7FFFH

400A FFFFH

4008 0000H
4007 FFFFH

4000 0000H

2200 0000H

22FF FFFFH

2008 0000H

2000 0000H

2007 FFFFH

1000 0000H

1FFF FFFFH

0FFF FFFFH

0800 0000H

000C 0000H

4008 0000H

4009 0000H

4009 1000H

4009 2000H

400A 2000H

400A 2400H

400A 2800H

400A 2C00H

400A 3000H

400A 3400H

400A 4000H

400A 4400H

400A 4800H

400A FFFFH

400A 8000H

 

図1.2 メモリ・マップ（全体）（R-IN32M3-CL） 

注.  上記命令 RAM ミラー領域(768K バイト)はブート・モードにより実際にアクセスが発生するアドレス

が変化します。詳細は「R-IN32M3 シリーズ ユーザーズ・マニュアル周辺機能編」の「5.3 ブート・

モードによるメモリ MAP の違い」を参照してください。 
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ウォッチドッグ・タイマ

（16バイト）

予約領域

予約領域

UART1

（128バイト）

CSI1

（256バイト）

予約領域

ETHER SWITCH制御

レジスタ領域（64Kバイト）

予約領域

システム・レジスタ領域

（64Kバイト）

UART0

（128バイト）

予約領域

IIC1

(64バイト)

CAN1領域

（128Kバイト）

CAN0領域

（128Kバイト）

IIC0

(64バイト)

予約領域

タイマ（TAJ）

（256バイト）

CSI0

（256バイト）

予約領域

APB周辺レジスタ領域

（512Kバイト）

AHB周辺レジスタ領域

（192Kバイト）

予約領域400B 0000H
400A FFFFH

4008 0000H
4007 FFFFH

4000 0000H

4000 0000H

4000 0100H

4000 0200H

4000 0500H

4002 0000H

4004 0000H

4000 0300H

4001 0000H

4007 0000H

4007 FFFFH

4000 0400H

4000 0600H

4000 0700H

 

図1.3 メモリ・マップ（APB 周辺レジスタ領域）（R-IN32M3-EC/CL 共通） 
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バッファ・メモリ

占有空間

（128Mバイト）

外部メモリ領域

（256Mバイト）

データRAM領域

（512Kバイト）

CSZ2領域

（64Mバイト）

CSZ1領域

（64Mバイト）

CSZ3領域

（64Mバイト）

CSZ0領域

（64Mバイト）

予約領域

予約領域

1000 0000H

1400 0000H

1C00 0000H

1800 0000H

2008 0000H

2000 0000H

2007 FFFFH

1000 0000H

1FFF FFFFH

0FFF FFFFH

0800 0000H

1FFF FFFFH

1BFF FFFFH

17FF FFFFH

13FF FFFFH

 

図1.4 メモリ・マップ（外部メモリ領域）（R-IN32M3-EC/CL 共通） 

 

予約領域

予約領域

CC-Link Masterメモリ領域

受信バッファ（3328バイト）

予約領域

CC-Link Masterメモリ領域

PAT1(256バイト)

CC-Link Masterメモリ領域

送信バッファ2（924バイト）

予約領域

CC-Link Masterメモリ領域

PAT0(256バイト)

予約領域

CC-Link Master I/O

領域（4Kバイト）

CC-Link Slave

領域（4Kバイト）

CC-Link Masterメモリ

領域（8Kバイト）

CC-Link Master I/O

領域（4K）

CC-Link Masterメモリ領域

送信バッファ1（924バイト）

予約領域

予約領域

400F BFFFH

400F B000H
400F AFFFH

400F A000H
400F 9FFFH

400F 8000H 400F 8000H

400F 839FH

400F 8400H

400F 84FFH

400F 8800H

400F 8B9FH
予約領域

400F 8C00H

400F 9000H

400F 9CFFH

400F A100H

400F A37FH

400F AFFFH

 

図1.5 メモリ・マップ（CC-Link マスタ領域）（R-IN32M3-EC/CL 共通） 

 

注意 1.  CC-Link Master とは、インテリジェントデバイス局の機能ブロックを示します。 

2.  CC-Link Slave とは、リモートデバイス局の機能ブロックを示します。 
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予約領域

予約領域

システム・レジスタ領域

（64Kバイト）

Ether CAT領域

（8.125Kバイト）

HOSTIFレジスタ領域

（256バイト）

データRAM領域

（512Kバイト）

AHB周辺レジスタ領域

（上位52Kバイト）

予約領域

CC-Link Masterメモリ

領域（8Kバイト）

CC-Link Master I/O

領域（4Kバイト）

CC-Link Slave

領域（4Kバイト）

命令RAMミラー領域注

（768Kバイト）

予約領域

予約領域

システム・レジスタ領域

（64Kバイト）

0E 3000H

17 FFFFH

10 0000H

0F C000H

0D 0000H

0B FFFFH

00 0000H

0D FFFFH

0F BFFFH

0F B000H
0F AFFFH

0F A000H
0F 9FFFH

0F 8000H

0C FFFFH

0C 3000H

18 0000H

1F FFFFH

0C 0000H

0E 2FFFH

0E 0F80H

0F FFFFH

0F FF00H

MCU空間

2Mバイト

データRAM領域

（512Kバイト）

AHB周辺レジスタ領域

（上位52Kバイト）

Ether CAT領域

（8.125Kバイト）

予約領域

予約領域

CC-Link Masterメモリ

領域（8Kバイト）

CC-Link Master I/O

領域（4Kバイト）

CC-Link Slave

領域（4Kバイト）

命令RAMミラー領域注

（768Kバイト）

予約領域

予約領域

400E 3000H

400F C000H

000B FFFFH

000D 2FFFH

0000 0000H

400F BFFFH

400F B000H
400F AFFFH

400F A000H
400F 9FFFH

400F 8000H

400E 2FFFH

400E 0000H

400A FFFFH

400A 3000H

2000 0000H

2007 FFFFH

000C 0000H

4001 FFFFH

4001 0000H

4Gバイト

内部AHB空間

400E 0F80H

 

図1.6 外部マイコン・インタフェース空間（R-IN32M3-EC） 

注.  上記命令 RAM ミラー領域(768K バイト)は、ブート・モードにより実際にアクセスが発生する領域が 

以下のように変化します。詳細は「R-IN32M3 シリーズ ユーザーズ・マニュアル周辺機能編」の 

「5.3 ブート・モードによるメモリ MAP の違い」および「4. バス構成」を参照してください。 

 

BOOT1 BOOT0 ブート・モード アクセス先領域 備考 

0 0 外部メモリ・ブート － 外部マイコン・インタ 

フェースの使用不可 

0 1 外部シリアル・フラッシュ 

ROM ブート 

予約領域 アクセス不可 

1 0 外部マイコン・ブート 命令 RAM 領域 － 

1 1 命令 RAM ブート 命令 RAM 領域 デバッグ時のみ使用可 
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予約領域

CC-Link IE Field

Network領域

（256Kバイト）

システム・レジスタ領域

（64Kバイト）

HOSTIFレジスタ領域

（256バイト）

データRAM領域

（512Kバイト）

AHB周辺レジスタ領域

（上位52Kバイト）

予約領域

CC-Link Masterメモリ

領域（8Kバイト）

CC-Link Master I/O

領域（4Kバイト）

CC-Link Slave

領域（4Kバイト）

命令RAMミラー領域注 

（768Kバイト）

予約領域

予約領域

CC-Link IE Field

Network領域

（256Kバイト）

システム・レジスタ領域

（64Kバイト）

17 FFFFH

14 0000H
13 FFFFH

10 0000H

0F C000H

0D 0000H

0B FFFFH

00 0000H

0D FFFFH

0F BFFFH

0F B000H
0F AFFFH

0F A000H
0F 9FFFH

0F 8000H

0C FFFFH

0C 3000H

18 0000H

1F FFFFH

0C 0000H

0E 0000H

0F FFFFH

0F FF00H

MCU空間

2Mバイト

データRAM領域

（512Kバイト）

AHB周辺レジスタ領域

（上位52Kバイト）

予約領域

CC-Link Masterメモリ

領域（8Kバイト）

CC-Link Master I/O

領域（4Kバイト）

CC-Link Slave

領域（4Kバイト）

命令RAMミラー領域注 

（768Kバイト）

予約領域

予約領域

400F C000H

000B FFFFH

000D 2FFFH

0000 0000H

400F BFFFH

400F B000H
400F AFFFH

400F A000H
400F 9FFFH

400F 8000H
400F 7FFFH

400A FFFFH

400A 3000H

2000 0000H

2007 FFFFH

000C 0000H

4001 FFFFH

4001 0000H

4Gバイト

内部AHB空間

13 FFFFH

10 0000H

内部SRAM空間

2Mバイト

00 0000H

1F FFFFH

0F 7FFFH

FFFF FFFFH

400E 0000H

 

図1.7 外部マイコン・インタフェース空間（R-IN32M3-CL） 

注.  上記命令 RAM ミラー領域(768K バイト)は、ブート・モードにより実際にアクセスが発生する領域が 

以下のように変化します。詳細は「R-IN32M3 シリーズ ユーザーズ・マニュアル周辺機能編」の 

「5.3 ブート・モードによるメモリ MAP の違い」および「4. バス構成」を参照してください。 

 

BOOT1 BOOT0 ブート・モード アクセス先領域 備考 

0 0 外部メモリ・ブート － 外部マイコン・インタ 

フェースの使用不可 

0 1 外部シリアル・フラッシュ 

ROM ブート 

予約領域 アクセス不可 

1 0 外部マイコン・ブート 命令 RAM 領域 － 

1 1 命令 RAM ブート 命令 RAM 領域 デバッグ時のみ使用可 
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2. 端子機能 

2.1 端子配置図（R-IN32M3-EC TOP View） 
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2.2 端子配置図（R-IN32M3-CL TOP View） 
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2.3 端子機能一覧 

本章における端子表の各項目および記号・略号の意味を以下に示します。 

 

表2.1 端子一覧における項目の意味 

項目 意味 

端子名称 「2.1 端子配置図（R-IN32M3-EC TOP View）」、 

「2.2 端子配置図（R-IN32M3-CL TOP View）」で示した端子名称です。 

入出力 対象端子の入出力方向です。 

機能 対象端子の機能概略です。 

アクティブ 対象端子のアクティブレベルです。 

リセット中 RSTOUTZ = Low 期間の端子状態を示します。 

詳細は「R-IN32M3 シリーズ ユーザーズ・マニュアル周辺機能編」を参照して下さい。 

 

表2.2 端子一覧における記号・略号の意味 

対象 記号・略号 意味 

端子名称 －（ハイフン） ポート兼用がない専用端子です。 

入出力 －（ハイフン） 電源／GND など入出力方向がない端子です。 

アクティブ －（ハイフン） アクティブレベルがないことを示しています。 

（クロック／データ／アドレス） 

 High アクティブレベルは High です。 

 Low アクティブレベルは Low です。 

リセット中 －（ハイフン） リセット初期値がない入力専用端子です。 

 High リセット中の端子状態は、High です。 

 Low リセット中の端子状態は、Low です。 

 Hi-Z（High） リセット中の端子状態は、内蔵 Pull-up 抵抗による Hi-Z（High）です。 

 Hi-Z（Low） リセット中の端子状態は、内蔵 Pull-down 抵抗による Hi-Z（Low）です。 
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2.3.1 イーサネット端子 

(1) PHY インタフェース端子（R-IN32M3-CL のみ） 

 

注意  R-IN32M3-CL に搭載している端子です。R-IN32M3-EC には本端子はありません。 

 

端子名称 入出力 機 能 アクティブ リセット中 

ETH0_TXC 入力 Ethernet 0 10M/100M 送信クロック（2.5MHz/25MHz） － － 

ETH0_GTXC 注 出力 Ethernet 0 1G 送信クロック（125MHz） － High 

ETH0_TXEN 注 出力 Ethernet 0 送信イネーブル出力信号 High Low 

ETH0_TXER 注 出力 Ethernet 0 送信エラー出力信号 High Low 

ETH0_TXD0- 

ETH0_TXD7 注 

出力 Ethernet 0 送信データ出力信号 － Low 

ETH0_GE_INT 入力 Ethernet 0 PHY 割り込み信号 High/Low － 

ETH0_RXC 入力 Ethernet 0 受信クロック － － 

ETH0_RXDV 入力 Ethernet 0 受信データ・イネーブル入力信号 High － 

ETH0_RXER 入力 Ethernet 0 受信データ・エラー入力信号 High － 

ETH0_RXD0- 

ETH0_RXD7 

入力 Ethernet 0 受信データ入力信号 － － 

ETH0_CRS 入力 Ethernet 0 キャリアセンス入力信号 High － 

ETH0_COL 入力 Ethernet 0 衝突検出入力信号 High － 

ETH1_TXC 入力 Ethernet 1 10M/100M 送信クロック（2.5MHz/25MHz） － － 

ETH1_GTXC 注 出力 Ethernet 1 1G 送信クロック（125MHz） － High 

ETH1_TXEN 注 出力 Ethernet 1 送信イネーブル出力信号 High Low 

ETH1_TXER 注 出力 Ethernet 1 送信エラー出力信号 High Low 

ETH1_TXD0- 

ETH1_TXD7 注 

出力 Ethernet 1 送信データ出力信号 － Low 

ETH1_GE_INT 入力 Ethernet 1 PHY 割り込み信号 High/Low － 

ETH1_RXC 入力 Ethernet 1 受信クロック － － 

ETH1_RXDV 入力 Ethernet 1 受信データ・イネーブル入力信号 High － 

ETH1_RXER 入力 Ethernet 1 受信データ・エラー入力信号 High － 

ETH1_RXD0- 

ETH1_RXD7 

入力 Ethernet 1 受信データ入力信号 － － 

ETH1_CRS 入力 Ethernet 1 キャリアセンス入力信号 High － 

ETH1_COL 入力 Ethernet 1 衝突検出入力信号 High － 

ETH_MDC 出力 Ethernet マネージメント・インタフェース・クロック － Low 

ETH_MDIO 入出力 Ethernet マネージメント・データ信号 － Hi-Z 

 

注.  ETHDRCTRL レジスタの設定によりドライブ機能の切り替えが可能です。 

詳細は「R-IN32M3 シリーズ ユーザーズ･マニュアル周辺機能編」を参照してください。 
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(2) メディア・インタフェース（R-IN32M3-ECのみ） 

 

注意.  R-IN32M3-EC に搭載している端子です。R-IN32M3-CL には本端子はありません。 

 

端子名称 入出力 機 能 アクティブ リセット中 

P0_RX_P 入力 PHY0 受信データ入力（＋） － － 

P0_RX_N 入力 PHY0 受信データ入力（－） － － 

P1_RX_P 入力 PHY1 受信データ入力（＋） － － 

P1_RX_N 入力 PHY1 受信データ入力（－） － － 

P0_TX_P 出力 PHY0 送信データ出力（＋） － － 

P0_TX_N 出力 PHY0 送信データ出力（－） － － 

P1_TX_P 出力 PHY1 送信データ出力（＋） － － 

P1_TX_N 出力 PHY1 送信データ出力（－） － － 

P0_SD_P 入力 PHY0 100BASE-FX 信号検出（＋） High － 

P0_SD_N 入力 PHY0 100BASE-FX 信号検出（－） Low － 

P1_SD_P 入力 PHY1 100BASE-FX 信号検出（＋） High － 

P1_SD_N 入力 PHY1 100BASE-FX 信号検出（－） Low － 

P0_RD_P 入力 PHY0 100BASE-FX 受信データ入力（＋） － － 

P0_RD_N 入力 PHY0 100BASE-FX 受信データ入力（－） － － 

P1_RD_P 入力 PHY1 100BASE-FX 受信データ入力（＋） － － 

P1_RD_N 入力 PHY1 100BASE-FX 受信データ入力（－） － － 

P0_TD_OUT_P 出力 PHY0 100BASE-FX 送信データ出力（＋） － － 

P0_TD_OUT_N 出力 PHY0 100BASE-FX 送信データ出力（－） － － 

P1_TD_OUT_P 出力 PHY1 100BASE-FX 送信データ出力（＋） － － 

P1_TD_OUT_N 出力 PHY1 100BASE-FX 送信データ出力（－） － － 

P0_FX_EN_OUT 出力 PHY0 100BASE-FX FX イネーブル通知出力 

 1：100BASE-FX モード 

High － 

P1_FX_EN_OUT 出力 PHY1 100BASE-FX FX イネーブル通知出力 

1：100BASE-FX モード 

High － 

 

備考.  100BASE-FX モードでなく、MDI-X で使用する場合には、RXP／RXN と TXP／TXN の入出力属性が

入れ替わります。 
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(3) その他の端子 

 

端子名称 入出力 機 能 兼用 

ポート 

アクティブ リセット中 

PHYLINK0, 

PHYLINK1 

入力 PHY Link 入力注１ 

（EtherSwitch 用） 

P06-P07 High Hi-Z（High） 

P0LINKLEDZ 出力 内蔵 PHY0 リンク・ステータス LED 出力注 2 P06 Low Hi-Z 

P1LINKLEDZ 出力 内蔵 PHY1 リンク・ステータス LED 出力注 2 P07 Low 

ETHSWSECOUT 出力 EtherSwitch の 1 秒毎のイベント出力 P24 High 注 3 

P0DUPLEXLEDZ 出力 内蔵 PHY0 半二重転送ステータス LED 出力注 2 

 0：全二重転送 

 1：半二重転送 

P70 － 

P0SPEED100LEDZ 出力 内蔵 PHY0 100-BASE ステータス LED 出力注 2 P72 Low 

P0SPEED10LEDZ 出力 内蔵 PHY0 10-BASE ステータス LED 出力注 2 P73 Low 

P1DUPLEXLEDZ 出力 内蔵 PHY1 半二重転送ステータス LED 出力注 2 

 0：全二重転送 

 1：半二重転送 

P74 － 

P1SPEED100LEDZ 出力 内蔵 PHY1 100-BASE ステータス LED 出力注 2 P76 Low 

P1SPEED10LEDZ 出力 内蔵 PHY1 10-BASE ステータス LED 出力注 2 P77 Low 

P0ACTLEDZ 出力 内蔵 PHY0 ACT LED 出力注 2 RP02 Low Hi-Z（High） 

P1ACTLEDZ 出力 内蔵 PHY1 ACT LED 出力注 2 RP04 Low  

 

注 1.  R-IN32M3-CL のみ使用可能。 

2.  R-IN32M3-EC のみ使用可能。 

3.  R-IN32M3-EC では Hi-Z、R-IN32M3-CL では Hi-Z（High） 
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2.3.2 EtherCAT Slave Controller 端子（R-IN32M3-EC のみ） 

 

注意.  R-IN32M3-EC に搭載している端子です。R-IN32M3-CL には本端子はありません。 

 

端子名称 入出力 機 能 兼用ポート アクティブ リセット中 

CATLEDRUN 出力 EtherCAT RUN LED 出力 P00 High Hi-Z 

CATIRQ 出力 EtherCAT IRQ 出力 P01 High 

CATLEDSTER 出力 EtherCAT Dual-color ステート LED 出力 P02 High 

CATLEDERR 出力 EtherCAT Error LED 出力 P03 High 

CATLINKACT0, 

CATLINKACT1 

出力 EtherCAT Link / Activity LED 出力 P04-P05 High 

CATSYNC1 出力 EtherCAT SYNC1 出力 P10 High Hi-Z（High） 

CATSYNC0 出力 EtherCAT SYNC0 出力 P11 High Hi-Z（Low） 

CATLATCH1 入力 EtherCAT LATCH1 入力 P10 High Hi-Z（High） 

CATLATCH0 入力 EtherCAT LATCH0 入力 P11 High Hi-Z（Low） 

CATI2CCLK 出力 EtherCAT EEPROM I2C クロック出力 P22 － Hi-Z 

CATI2CDATA 入出力 EtherCAT EEPROM I2C データ P23 － 

CATRESTOUT 出力 EtherCAT PHY RESETOUT P56 － Hi-Z（High） 
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2.3.3 外部メモリ・インタフェース 

 

端子名称 入出力 機 能 兼用端子 
兼用 

ポート 
アクティブ リセット中 

BUSCLK 出力 バス・クロック出力 － － － クロック出力 

CSZ0 出力 チップ・セレクト信号出力 HCSZ － Low Hi-Z（High） 

CSZ1 出力 HPGCSZ P44 

CSZ2 出力 － P51 

CSZ3 出力 － P50 

A1 / MA0 注 4 出力 アドレス出力 HA1 P40 － Hi-Z（High） 

A2-A20 /  

MA1-MA19 注 4 

出力 HA2-HA20 － Hi-Z（Low） 

A21-A27 /  

MA20-MA26 注 4 

出力 － RP21- 

RP27 

D0-D15 /  

MD0-MD15 /  

MA0-MA15 注 1,4 

入出力 データ・バス HD0-HD15 － 

D16-D31 /  

MD16-MD31 /  

MA16-MA31 注 1,4 

入出力 HD16-HD31 RP30- 

RP37 

RP10- 

RP17 

－ Hi-Z（High） 

RDZ 出力 リード・ストローブ出力 HRDZ － Low Hi-Z（High） 

WRSTBZ 出力 ライト・ストローブ出力 HWRSTBZ － Low 

WRZ0, WRZ1/ 

BENZ0, BENZ1 

出力 有効バイト･レーン・スト

ローブ出力 

HWRZ0, HWRZ1 / 

HBENZ0, HBENZ1 

－ Low 

WRZ2, WRZ3/ 

BENZ2, BENZ3 

出力 HWRZ2, HWRZ3 / 

HBENZ2, HBENZ3 

RP06， 

RP07 

WAITZ 入力 ウエイト入力 HWAITZ P41 Low Hi-Z（High） 

WAITZ1-WAITZ3

注 2 

入力 ウエイト入力 － P45- 

P47 

Low 

BCYSTZ / ADVZ 注 3 出力 アドレス・バリッド出力 HBCYSTZ RP20 Low Hi-Z（High） 

 

備考.  外部メモリ・インタフェース端子の BUSCLK 以外の端子は、内部リセット信号（HRESETZ）の 

アクティブ期間中は、入力信号になります。 

 

注 1.  同期式バースト・アクセス MEMC 使用時に、ADMUXMODE 端子が High レベルの場合、 

アドレス端子と兼用になります。 

 ADMUXMODE = 0：MD0-MD31（アドレス/データ分離） 

 ADMUXMODE = 1：MD0-MD31/MA0-MA31（アドレス/データ多重） 

2.  同期式バースト・アクセス MEMC 使用時のみ有効です。 

3.  非同期 SRAM MEMC 使用時には、BCYSTZ 機能として、 

同期式バースト・アクセス MEMC 使用時には、ADVZ 機能として動作します。 

4.  非同期 SRAM MEMC 使用時には、A1-A27、D0-D31 機能として動作します。 

同期式バースト・アクセス MEMC 使用時には、MA0-MA26、MD0-MD31 として動作します。 
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2.3.4 外部マイコン・インタフェース 

 

端子名称 入出力 機 能 兼用端子 兼用ポート アクティブ リセット中 

HBUSCLK 入力 バス・クロック入力 

（ホスト用） 

INTPZ11 P43 － Hi-Z（High） 

HCSZ 入力 チップ・セレクト入力 CSZ0 － Low 

HPGCSZ 入力 ページ ROM モード・チ

ップセレクト入力 

CSZ1 P44 Low 

HWAITZ 出力 ウエイト信号出力 WAITZ P41 Low 

HA1 入力 アドレス信号入力 A1 P40 － Hi-Z（High） 

HA2-HA20 入力 A2-A20 － Hi-Z（Low） 

HD0-HD15 入出力 データ・バス D0-D15 － － 

HD16-HD31 入出力 D16-D31 RP30- 

RP37 

RP10- 

RP17 

Hi-Z（High） 

HRDZ 入力 リード・ストローブ入力 RDZ － Low Hi-Z（High） 

HWRSTBZ 入力 ライト・ストローブ入力 WRSTBZ － Low 

HWRZ0, HWRZ1/ 

HBENZ0,HBENZ1 

入力 有効バイト･レーン・ 

ストローブ入力 

WRZ0, WRZ1/ 

BENZ0, BENZ1 

－ Low 

HWRZ2, HWRZ3/ 

HBENZ2,HBENZ3 

入力 WRZ2, WRZ3/ 

BENZ2, BENZ3 

RP06， 

RP07 

HERROUTZ 出力 エラー割り込み出力 SLEEPING P42 Low High 

HBCYSTZ 入力 バス・サイクル入力 BCYSTZ / ADVZ RP20 Low Hi-Z（High） 

 

注意.  非同期モードを使用する時は、HBUSCLK 端子には Low を入力してください。 

 

備考.  外部マイコン・インタフェース端子は、リセット期間中でも外部マイコン・インタフェース 

端子として動作します。 
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2.3.5 ポート端子、リアルタイム・ポート端子 

ポートは、8 ビット・ポートが 12 セットあります。 

このうち、ポート 0-3, ポート 4-7, リアルタイム・ポート 0-3 は、4 ポートをまとめて 32 ビット・アクセス

も可能です。 

（1/4） 

 
ポート 

名 
兼用 1 兼用 2 兼用 3 兼用 4 リセット中 

P0 P00 INTPZ0 CATLEDRUN 注 1 CCI_RUNLEDZ 注 2 － 注 3 

P01 INTPZ1 CATIRQ 注 1 － － 

P02 INTPZ2 CATLEDSTER 注 1 CCI_DLINKLEDZ 注 2 － 

P03 INTPZ3 CATLEDERR 注 1 CCI_ERRLEDZ 注 2 CCS_MON5 

P04 INTPZ4 CATLINKACT0 注 1 CCI_LERR1LEDZ 注 2 CCS_MON6 

P05 INTPZ5 CATLINKACT1 注 1 CCI_LERR2LEDZ 注 2 CCS_MON7 

P06 PHYLINK0 注 2 P0LINKLEDZ 注 1 CCI_SDLEDZ 注 2 CCS_MON0 

P07 PHYLINK1 注 2 P1LINKLEDZ 注 1 CCI_RDLEDZ 注 2 CCS_RESOUT 

P1 P10 CATLATCH1 注 1 CATSYNC1 注 1 － CCS_REFSTB Hi-Z（High） 

P11 CATLATCH0 注 1 CATSYNC0 注 1 － CCS_MON4 Hi-Z（Low） 

P12 INTPZ6 － CCI_NMIZ 注 2 － Hi-Z（High） 

P13 INTPZ7 － CCI_WDTIZ 注 2 / 

CCS_WDTZ /  

CCM_WDTENZ 

－ 

P14 SMSCK － － － 

P15 SMSI － － － 

P16 SMSO － － － 

P17 SMCSZ － － － 

P2 P20 RXD0 － CCM_LINKERRZ － 注 3 

P21 TXD0 － CCM_ERRZ － 

P22 INTPZ8 CATI2CCLK 注 1 CCS_IOTENSU － 

P23 INTPZ9 CATI2CDATA 注 1 CCS_SENYU0 － 

P24 INTPZ10 ETHSWSECOUT CCS_SENYU1 － 

P25 WDTOUTZ － CCS_ERRZ － 

P26 TIN1 TOUT1 CCM_RUNZ /  

CCS_RUNZ 

－ 

P27 TIN0 TOUT0 － － 

 

注 1.  R-IN32M3-EC のみ使用。 

2.  R-IN32M3-CL のみ使用。 

3.  R-IN32M3-EC では Hi-Z、R-IN32M3-CL では Hi-Z（High） 

 



 

R-IN32M3 シリーズ データシート 2. 端子機能 

 

R18DS0007JJ0501  Page 22 of 107  

2021.1.12  

 

（2/4） 

 
ポート 

名 
兼用 1 兼用 2 兼用 3 兼用 4 リセット中 

P3 P30 RXD1 － － － Hi-Z（High） 

P31 TXD1 － － － 

P32 DMAREQZ1 － － CCS_MON1  

P33 DMAACKZ1 CCI_WAITEDGEH 注 2 － CCS_MON2  

P34 DMATCZ1 CCI_WRLENH 注 2 － CCS_MON3  

P35 CSISCK1 INTPZ22 CCM_IRLZ － 

P36 CSISI1 INTPZ23 CCS_FUSEZ － 

P37 CSISO1 INTPZ24 CCM_MSTZ － 

P4 P40 A1 / MA0 HA1 － － Hi-Z（High） 

P41 WAITZ HWAITZ － － 

P42 SLEEPING HERROUTZ CCM_SDGCZ － 

P43 INTPZ11 HBUSCLK － － 

P44 CSZ1 HPGCSZ － － 

P45 CSISCK0 WAITZ1 － － 

P46 CSISI0 WAITZ2 － － 

P47 CSISO0 WAITZ3 － － 

P5 P50 CSZ3 － CCM_LNKRUNZ / 

CCS_LNKRUNZ 

－ 

P51 CSZ2 － CCM_RDLEDZ / 

CCS_RDLEDZ 

－ 

P52 TIN3 TOUT3 CCS_SDGATEON － Hi-Z（Low） 

P53 CRXD0 CCS_RD CCM_RD － Hi-Z（High） 

P54 CTXD0 CCS_SD CCM_SD － 

P55 CRXD1 － － － 

P56 CTXD1 CATRESTOUT 注 1 CCI_PHYREZ1 注 2 － 

P57 TIN2 TOUT2 CCI_PHYREZ0 注 2 － 

 

注 1.  R-IN32M3-EC のみ使用。 

2.  R-IN32M3-CL のみ使用。 
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（3/4） 

 
ポート 

名 
兼用 1 兼用 2 兼用 3 兼用 4 リセット中 

P6 P60 SCL0 － － － 注 3 

P61 SDA0 － － － 

P62 RTDMAREQZ － CCM_MDIN0 － 

P63 RTDMAACKZ － CCM_MDIN1 － 

P64 RTDMATCZ － CCM_MDIN2 － 

P65 DMAREQZ0 － CCM_MDIN3 － 

P66 DMAACKZ0 － CCI_INTZ 注 2 － 

P67 DMATCZ0 － － － 

P7 P70 CSICS00 P0DUPLEXLEDZ 

注 1 

CCS_STATION_NO_0 / 

CCM_SNIN0 

－ 

P71 CSICS01 － CCS_STATION_NO_1 / 

CCM_SNIN1 

－ 

P72 CSICS10 P0SPEED100LEDZ 

注 1  

CCS_STATION_NO_2 / 

CCM_SNIN2 

－ 

P73 CSICS11 P0SPEED10LEDZ
注 1 

CCS_STATION_NO_3 / 

CCM_SNIN3 

－ 

P74 INTPZ12 P1DUPLEXLEDZ 

注 1 

CCS_STATION_NO_4 / 

CCM_SNIN4 

－ 

P75 INTPZ13 － CCS_STATION_NO_5 / 

CCM_SNIN5 

－ 

P76 INTPZ14 P1SPEED100LEDZ 

注 1  

CCS_STATION_NO_6 / 

CCM_SNIN6 

－ 

P77 INTPZ15 P1SPEED10LEDZ
注 1 

CCS_STATION_NO_7 / 

CCM_SNIN7 

－ 

 

注 1.  R-IN32M3-EC のみ使用。 

2.  R-IN32M3-CL のみ使用。 

3.  R-IN32M3-EC では Hi-Z、R-IN32M3-CL では Hi-Z（High） 
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RP0x-RP3xは、リアルタイム・ポートとして動作します。リアルタイム・ポート専用のDMAコントローラに

より、32ビット単位でDMA転送トリガに同期して、ポートの入出力が行えます。 

（4/4） 

 
ポート 

名 
兼用 1 兼用 2 兼用 3 兼用 4 リセット中 

RP0 RP00 INTPZ16 SCL1 CCM_SDLEDZ / 

CCS_SDLEDZ 

－ Hi-Z（High） 

RP01 INTPZ17 SDA1 CCM_SMSTZ － 

RP02 INTPZ18 P0ACTLEDZ 注 CCS_BS1 － 

RP03 INTPZ19 － CCS_BS2 － 

RP04 INTPZ20 P1ACTLEDZ 注 CCS_BS4 － 

RP05 INTPZ21 － CCS_BS8 － 

RP06 WRZ2/BENZ2 HWRZ2/HBENZ2 － － 

RP07 WRZ3/BENZ3 HWRZ3/HBENZ3 － － 

RP1 RP10 D24/MD24/HD24 － － － Hi-Z（High） 

RP11 D25/MD25/HD25 － － － 

RP12 D26/MD26/HD26 － － － 

RP13 D27/MD27/HD27 － － － 

RP14 D28/MD28/HD28 － － － 

RP15 D29/MD29/HD29 － － － 

RP16 D30/MD30/HD30 － － － 

RP17 D31/MD31/HD31 － － － 

RP2 RP20 BCYSTZ/ADVZ HBCYSTZ － － Hi-Z（High） 

RP21 A21/MA20 － － － Hi-Z（Low） 

RP22 A22/MA21 － － － 

RP23 A23/MA22 － － － 

RP24 A24/MA23 INTPZ25 － － 

RP25 A25/MA24 INTPZ26 － － 

RP26 A26/MA25 INTPZ27 － － 

RP27 A27/MA26 INTPZ28 － － 

RP3 RP30 D16/MD16/HD16 － － － Hi-Z（High） 

RP31 D17/MD17/HD17 － － － 

RP32 D18/MD18/HD18 － － － 

RP33 D19/MD19/HD19 － － － 

RP34 D20/MD20/HD20 － － － 

RP35 D21/MD21/HD21 － － － 

RP36 D22/MD22/HD22 － － － 

RP37 D23/MD23/HD23 － － － 

 

注.  R-IN32M3-EC のみ使用。 
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2.3.6 シリアル・フラッシュ ROM インタフェース 

シリアル・フラッシュROMメモリ・コントローラの端子です。 

Fast Read, Fast Read Dual Output, Fast Read Dual I/Oモードに対応しています。 

 

端子名称 入出力 機 能 兼用ポート アクティブ リセット中 

SMSCK 出力 シリアル・フラッシュ ROM 用 

シリアル・クロック出力信号 

P14 － Hi-Z（High） 

SMSI 入出力 シリアル・フラッシュ ROM 用 

シリアル・データ入出力信号 

（シリアル ROM の SO 端子に接続） 

P15 High 

SMSO 入出力 シリアル・フラッシュ ROM 用 

シリアル・データ入出力信号 

（シリアル ROM の SI 端子に接続） 

P16 High 

SMCSZ 出力 シリアル・フラッシュ ROM 用 

チップ・セレクト出力 

P17 Low 

 

2.3.7 DMA インタフェース端子 

内蔵AHBバス用DMAコントローラのインタフェース端子です。 

DMAコントローラは、2個搭載しています。1個目のDMAコントローラは4チャネル内蔵しますが、外部端子

には2チャネル分のインタフェースのみ接続しています。2個目のDMAコントローラは、1チャネル内蔵し、外

部端子には1チャネルのインタフェースを接続しています。 

 

端子名称 入出力 機 能 兼用ポート アクティブ リセット中 

RTDMAREQZ 入力 RTDMAC DMA 転送要求入力 P62 Low 注 

RTDMAACKZ 出力 RTDMAC DMA アクノリッジ出力 P63 Low 

RTDMATCZ 出力 RTDMACターミナル・カウント出力 P64 Low 

DMAREQZ0 入力 DMA 転送要求入力 0 P65 Low 

DMAACKZ0 出力 DMA アクノリッジ出力 0 P66 Low 

DMATCZ0 出力 ターミナル・カウント出力 0 P67 Low 

DMAREQZ1 入力 DMA 転送要求入力 1 P32 Low Hi-Z（High） 

DMAACKZ1 出力 DMA アクノリッジ出力 1 P33 Low 

DMATCZ1 出力 ターミナル・カウント出力 1 P34 Low 

 

注意.  各インタフェースは、各チャネル固定で、任意のチャネルには割り当てられません。 

 

注.  R-IN32M3-EC では Hi-Z、R-IN32M3-CL では Hi-Z（High） 
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2.3.8 外部割込み入力端子 

1 本のノンマスカブル割り込みと、29 本のマスカブル割り込み入力端子があります。 

 

端子名称 入出力 機 能 兼用ポート アクティブ リセット中 

NMIZ 入力 ノンマスカブル外部割り込み入力 － Low Hi-Z（High） 

INTPZ0-INTPZ5 入力 外部割り込み入力 P00-P05 Low 注 

INTPZ6, INTPZ7 P12,P13 Low Hi-Z（High） 

INTPZ8-INTPZ10 P22-P24 Low 注 

INTPZ11 P43 Low Hi-Z（High） 

INTPZ12-INTPZ15 P74-P77 Low 注 

INTPZ16-INTPZ21 RP00-RP05 Low Hi-Z（High） 

INTPZ22-INTPZ24 P35-P37 

INTPZ25-INTPZ28 RP24-RP27 Hi-Z（Low） 

 

注.  R-IN32M3-EC では Hi-Z、R-IN32M3-CL では Hi-Z（High） 
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2.3.9 タイマ入出力端子 

 

端子名称 入出力 機 能 兼用ポート アクティブ リセット中 

TIN0 / TOUT0 入出力 タイマ TAUJ0 入出力端子 P27 － 注 

TIN1 / TOUT1 入出力 タイマ TAUJ1 入出力端子 P26 － 

TIN2 / TOUT2 入出力 タイマ TAUJ2 入出力端子 P57 － Hi-Z（High） 

TIN3 / TOUT3 入出力 タイマ TAUJ3 入出力端子 P52 － Hi-Z（Low） 

 

注.  R-IN32M3-EC では Hi-Z、R-IN32M3-CL では Hi-Z（High） 

 

2.3.10 ウォッチドッグ・タイマ出力端子 

 

端子名称 入出力 機 能 兼用ポート アクティブ リセット中 

WDTOUTZ 出力 ウォッチドッグ・タイマ出力端子 P25 Low 注 

 

注.  R-IN32M3-EC では Hi-Z、R-IN32M3-CL では Hi-Z（High） 

 

2.3.11 トレース端子 

 

端子名称 入出力 機 能 アクティブ リセット中 

TRACECLK 出力 トレース・ポート・クロック出力 － クロック出力 

TRACEDATA0- 

TRACEDATA3 

出力 トレース・ポート・データ出力 － Low 

 

2.3.12 CPU パワー制御端子 

 

端子名称 入出力 機 能 兼用端子 アクティブ リセット中 

SLEEPING 出力 CPU コアの SLEEP モード出力 P42 High Hi-Z（High） 
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2.3.13 シリアル・インタフェース端子 

 

端子名称 入出力 機 能 兼用ポート アクティブ リセット中 

TXD0 出力 UART0 シリアル・データ出力 P21 － 注 

RXD0 入力 UART0 シリアル・データ入力 P20 － 

TXD1 出力 UART1 シリアル・データ出力 P31 － Hi-Z（High） 

RXD1 入力 UART1 シリアル・データ入力 P30 － 

CSISCK0 入出力 CSI0 シリアル・クロック入出力 P45 － 

CSISI0 入力 CSI0 シリアル・データ入力 P46 － 

CSISO0 出力 CSI0 シリアル・データ出力 P47 － 

CSICS00,CSICS01 出力 CSI0 チップ・セレクト出力 0,1 P70, P71 Low 注 

CSISCK1 入出力 CSI1 シリアル・クロック入出力 P35 － Hi-Z（High） 

CSISI1 入力 CSI1 シリアル・データ入力 P36 － 

CSISO1 出力 CSI1 シリアル・データ出力 P37 － 

CSICS10,CSICS11 出力 CSI1 チップ・セレクト出力 0,1 P72, P73 Low 注 

SCL0 入出力 I2C0 シリアル・クロック P60 － 

SDA0 入出力 I2C0 シリアル・データ P61 － 

SCL1 入出力 I2C1 シリアル・クロック RP00  － Hi-Z（High） 

SDA1 入出力 I2C1 シリアル・データ RP01 － 

CRXD0 入力 CAN0 受信データ入力 

（5V トレラント対応） 

P53 － 

CTXD0 出力 CAN0 送信データ出力 P54 － 

CRXD1 入力 CAN1 受信データ入力 

（5V トレラント対応） 

P55 － 

CTXD1 出力 CAN1 送信データ出力 P56 － 

 

注.  R-IN32M3-EC では Hi-Z、R-IN32M3-CL では Hi-Z（High） 
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2.3.14 CC-Link IE Field（インテリジェントデバイス局）端子 （R-IN32M3-CL のみ） 

 

端子名称 入出力 機 能 兼用 

ポート 

アクティブ リセット中 

CCI_RUNLEDZ 出力 運転状態出力 P00 Low Hi-Z（High） 

CCI_DLINKLEDZ 出力 サイクリック交信状態出力 P02 Low 

CCI_ERRLEDZ 出力 フィールド・ネットワーク・エラー状態

出力 

P03 Low 

CCI_LERR1LEDZ 出力 リンクエラー状態出力 1 P04 Low 

CCI_LERR2LEDZ 出力 リンクエラー状態出力 2 P05 Low 

CCI_SDLEDZ 出力 送信状態出力 P06 Low 

CCI_RDLEDZ  出力 ポート受信状態出力 P07 Low 

CCI_NMIZ 出力 マイコンへの NMI 割り込み出力 P12 Low Hi-Z（High） 

CCI_WDTIZ 入力 外部 WDT からの入力 P13 Low 

CCI_WAITEDGEH

注 

入出力 ウエイト同期エッジ設定 

0：立ち下がりモード 

1：立ち上がりモード 

P33 － 

CCI_WRLENH 注 入出力 WRL 信号イネーブル設定 

0：書き込みバイトイネーブル動作 

1：通常のバイトイネーブル動作 

P34 － 

CCI_PHYREZ1 出力 PHY リセット出力 1 P56 Low 

CCI_PHYREZ0 出力 PHY リセット出力 0 P57 Low 

CCI_INTZ 出力 マイコンへの割り込み出力 P66 Low 

CCI_CLK2_097M 入力 2.097152MHz クロック(水晶発振器) － － － 

 

注.  外部メモリ・ブート、外部シリアル・フラッシュ ROM ブート、命令 RAM ブートでブートする際、 

リセット中に P33 端子（CCI_WAITEDGEH の兼用）と P34 端子（CCI_WRLENH の兼用）に Low 

レベルを入力しないでください。 

P33-P34 端子は、リセット中はオープンか High レベル入力としてください。リセット中に 

P33-P34 端子に Low レベルを入力すると、R-IN32M3 内の CPU から CC-Link IE Field に 

アクセスできません。 
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2.3.15 CC-Link（インテリジェントデバイス局） 

 

端子名称 入出力 機 能 兼用 

ポート 

アクティブ リセット中 

CCM_LINKERRZ 出力 リンクエラーLED 制御出力 P20 Low 注 

CCM_ERRZ 出力 未使用 P21 Low 

CCM_RUNZ 出力 RUN LED 制御出力 P26 Low 

CCM_MDIN0- 

CCM_MDIN3 

入力 伝送速度設定入力 P62-P65 － 

CCM_SNIN0- 

CCM_SNIN7 

入力 局番設定スイッチ入力 P70-P77 － 

CCM_LNKRUNZ 出力 リンク RUN LED 制御出力 P50 Low Hi-Z（High） 

CCM_RDLEDZ 出力 受信データ LED 制御出力 P51 Low 

CCM_SDLEDZ 出力 送信データ LED 制御出力 RP00 Low 

CCM_IRLZ 出力 通信回路からの割り込み信号出力 P35 Low 

CCM_WDTENZ 入力 ウォッチドック・タイマ・エラー入力 P13 Low 

CCM_MSTZ 出力 未使用 P37 Low 

CCM_SMSTZ 出力 未使用 RP01 Low 

CCM_RD 入力 通信回路 データ受信端子 P53 － 

CCM_SD 出力 通信回路 データ送信端子 P54 － 

CCM_SDGCZ 出力 通信回路 送信データ・ゲート制御端子 P42 Low 

CCM_CLK80M 入力 CC-Link クロック入力（80MHz） － － － 

 

注.  R-IN32M3-EC では Hi-Z、R-IN32M3-CL では Hi-Z（High） 
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2.3.16 CC-Link（リモートデバイス局） 

 

注意.  リモートデバイス局を使用する場合は、CCS_REFSTB（P10）端子を、 

外部割り込み機能（INTPZ）を持ついずれかのポート端子に接続する必要があります。 

 

端子名称 入出力 機 能 兼用 

ポート 

アクティブ リセット中 

CCS_MON1- 

CCS_MON3 

出力 モニタ信号 P32-P34 － Hi-Z（High） 

CCS_MON4 出力 モニタ信号 P11 － Hi-Z（Low） 

CCS_MON0 出力 モニタ信号 P06 － 注 1 

CCS_MON5- 

CCS_MON7 

出力 モニタ信号 P03-P05 － 

CCS_RESOUT 出力 リセット出力信号 P07 High 

CCS_IOTENSU 入力 初期設定端子 P22 － 

CCS_SENYU0 入力 初期設定端子 P23 － 

CCS_SENYU1 入力 初期設定端子 P24 － 

CCS_ERRZ 出力 動作確認用 LED P25 Low 

CCS_RUNZ 出力 動作確認用 LED  P26 Low 

CCS_STATION_NO_0- 

CCS_STATION_NO_7 

入力 局番設定スイッチ入力端子 P70-P77 － 

CCS_LNKRUNZ 出力 リンク RUN LED 制御出力 P50 Low Hi-Z（High） 

CCS_REFSTB 出力 割込み信号 P10 High 

CCS_WDTZ 入力 WDT 入力 P13 Low 

CCS_RDLEDZ 出力 受信データ LED 制御出力 P51 Low 

CCS_RD 入力 通信回路データ受信端子 P53 － 

CCS_SD 出力 通信回路データ送信端子 P54 － 

CCS_SDLEDZ 出力 動作確認用 LED RP00 Low 

CCS_SDGATEON 出力 通信回路 送信データ・ゲート制御端子 P52 High Hi-Z（Low） 

CCS_BS1 入力 ボー・レート設定 SW 入力端子 RP02 － Hi-Z（High） 

CCS_BS2 入力 ボー・レート設定 SW 入力端子 RP03 － 

CCS_BS4 入力 ボー・レート設定 SW 入力端子 RP04 － 

CCS_BS8 入力 ボー・レート設定 SW 入力端子 RP05 － 

CCS_FUSEZ 入力 ヒューズ断入力信号 P36 Low 

CCM_CLK80M 注 2 入力 CC-Link クロック入力（80MHz） － － － 

 

注 1.  R-IN32M3-EC では Hi-Z、R-IN32M3-CL では Hi-Z（High） 

2.  本端子は、CC-Link（インテリジェントデバイス局）と共用です。 
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2.3.17 システム端子 

 

端子名称 入出力 機 能 アクティブ リセット中 

XT1 入力 クロック入力端子 

  OSCTH = 1：発振器使用時です。 

    XT1 を GND、XT2 に発振器を接続。 

  OSCTH = 0：発振子使用時です。 

    XT1/XT2 に発振子に接続。 

－ － 

XT2 入出力 － － 

RESETZ 入力 リセット入力 Low － 

HOTRESETZ 注 1 入力 ホット・リセット入力 Low － 

PONRZ 入力 内蔵 RAM 用パワー・オン・リセット入力 Low － 

OSCTH 入力 外部クロック入力モード設定 

  0：発振子使用モード 

  1：外部クロック入力モード 

High － 

JTAGSEL 入力 JTAG 端子の動作モード設定 

  0：Cortex-M3 JTAG モード 

  1：B-SCAN JTAG モード 

－ － 

RSTOUTZ 出力 外部へのリセット出力 Low Low 

CLKOUT25M0 注 1 出力 PHY 用クロック出力 － 発振源スルー出力 

CLKOUT25M1 注 1 出力 PHY 用クロック出力 － 

PLL_VDD － PLL 電源（VDD）（1.0V） － － 

PLL_GND － PLL グランド電位（GND） － － 

VDD33 － I/O 電源（3.3V） － － 

VDD10 － 内部電源（1.0V） － － 

GND － I/O 電源用グランド電位（GND） － － 

VDDQ_MII 注 1 － Ethernet I/O 電源（3.3V） － － 

LX 注 2 出力 内蔵レギュレータ 1.5V 出力 － － 

EXTRES 注 2 － PHY 用リファレンス抵抗接続端子 － － 

P0VDDARXTX 注 2 － Rx/Tx 端子用アナログ電源（1.5V）- Port 0 － － 

P1VDDARXTX 注 2 － Rx/Tx 端子用アナログ電源（1.5V）- Port 1 － － 

VDDACB 注 2 － PHY 用アナログ電源（3.3V） － － 

AGND 注 2 － PHY 用アナログ・グランド電位（GND） － － 

VDD15 注 2 － PHY 用電源（1.5V） － － 

VDDAPLL 注 2 － PHY 用アナログ・コア電源（1.5V） － － 

VSSAPLLCB 注 2 － PHY 用アナログ・コア・グランド電位（GND） － － 

VDD33ESD 注 2 － PHY 用アナログ・テスト電源（3.3V） － － 

AVDD_REG 注 2 － レギュレータ用アナログ電源（3.3V） － － 

AGND_REG 注 2 － レギュレータ用アナログ・グランド電位（GND） － － 

BVDD 注 2 － レギュレータ用電源（3.3V） － － 

BGND 注 2 － レギュレータ用グランド電位（GND） － － 

FB 注 2 入力 レギュレータ用フィードバック入力 － － 

VDDQ_PECL_B0注2 － PECL バッファ電源（3.3V） － － 

VDDQ_PECL_B1注2 － PECL バッファ電源（3.3V） － － 

 

注 1.  R-IN32M3-CL のみ使用。 

2.  R-IN32M3-EC のみ使用。 
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2.3.18 テスト端子 

 

端子名称 入出力 機 能 アクティブ リセット中 

TMODE0-TMODE2 入力 テスト・モード選択端子 － － 

TMS 入出力 モード・セレクト信号 － － 

TDI 入力 シリアル・データ入力 － － 

TDO 出力 シリアル・データ出力 － － 

TRSTZ 入力 リセット信号 Low － 

TCK 入力 クロック信号（JTAG クロック） － － 

TMC1 入力 ルネサス・テスト端子 － － 

TMC2 入力 － － 

ATP 注 入力 － － 

TEST1 注 入力 － － 

TEST2 注 入力 － － 

TEST3 注 入力 － － 

TESTOUT5 注 出力 － － 

 

注.  R-IN32M3-EC のみ使用。 
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2.3.19 動作モード設定端子 

 

端子名称 入出力 機 能 アクティブ リセット中 

BOOT1-BOOT0 入力 ブート・モード選択 

00：外部メモリ・ブート 

01：外部シリアル・フラッシュ ROM ブート 

10：外部マイコン・ブート 

11：命令 RAM ブート（デバッグのみ使用可能） 

－ － 

MEMIFSEL 入力 外部メモリ・インタフェース種別選択 

0：スレーブ・メモリ・インタフェース 

1：外部マイコン・インタフェース 

－ － 

BUS32EN 入力 外部メモリ・インタフェース・バス幅選択 

0：16 ビット・バス 

1：32 ビット・バス 

－ － 

HIFSYNC 入力 外部マイコン・インタフェースの動作モード 

0：非同期式 SRAM インタフェース 

1：同期式 SRAM インタフェース 

－ － 

HWRZSEL 入力 外部マイコン・インタフェース HWRZ/HBENZ の選択 

0：HBENZ として使用 

1：HWRZ として使用 

－ － 

MEMCSEL 入力 内蔵するメモリ・コントローラの選択 

0：非同期式 SRAM MEMC 

1：同期式バースト・アクセス MEMC 

－ － 

ADMUXMODE 入力 アドレス/データのマルチプレクス設定 

0：セパレート 

1：アドレス/データのマルチプレクス 

－ － 
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本製品において使用可能な動作モード設定端子の組み合わせは下表の通りです。 

 

ブート・モード 外部メモリ・ブート 外部マイコン・ブート 外部シリアル・フラッシュ ROM ブート 

外部メモリ I/F スレーブ・メモリ I/F 外部マイコン I/F スレーブ・メモリ I/F 外部マイコン I/F 

MEMC タイプ 非同期 同期式 非同期 同期式 非同期 同期式 非同期 同期式 

外部バス幅 16bit 32bit 16bit 32bit 16bit 32bit 16bit 32bit 16bit 32bit 16bit 32bit 16bit 32bit 16bit 32bit 

BOOT1-0 00 00 00 00 10 10 10 10 01 01 01 01 01 01 01 01 

MEMIFSEL 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1 

MEMCSEL 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 

BUS32EN 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 

HIFSYNC 0 0 0 0 注 1 注 1 1 1 0 0 0 0 注 1 注 1 1 1 

HWRZSEL 0 0 0 0 注 2 注 2 0 0 0 0 0 0 注 2 注 2 0 0 

ADMUXMODE 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 

 

注意.  動作モード設定端子は、上記以外の組み合わせは設定禁止です。 

 

注 1.  HIFSYNC 端子によって外部マイコン・インタフェース機能を選択可能です。 

  HIFSYNC = 0：非同期 SRAM インタフェース・モード 

  HIFSYNC = 1：同期 SRAM インタフェース・モード 

詳細は「R-IN32M3 シリーズ ユーザーズ・マニュアル 周辺機能編 11. 外部マイコン・ 

インタフェース」を参照して下さい。 

2.  HWRZSEL 端子によって外部マイコン・インタフェース HWRZ/HBENZ を選択可能です。 

詳細は「2.3.3 外部メモリ・インタフェース」を参照して下さい。 

 

備考 1.  命令 RAM ブート（BOOT1-0 = 11）で使用可能な動作モード設定端子の組み合わせは、 

外部メモリ・ブート（BOOT1-0 = 00）と同様です。 

2.  非同期：非同期式 SRAM MEMC（MEMCSEL = 0）、 

同期式：同期式バースト・アクセス MEMC（MEMCSEL = 1）を示します。 
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2.4 バッファタイプと未使用端子処理 

2.4.1 イーサネット端子 

(1) PHY インタフェース端子 

 

注意.  R-IN32M3-CL に搭載している端子です。R-IN32M3-EC には本端子はありません。 

 

端子名称 入出力 インタフェース 未使用時の推奨接続方法 

ETH0_TXC 入力 Input Buffer (3.3V) GND に接続 

ETH0_GTXC 出力 BID_BUF(3.3V_GMII_MII)_with_IOLH_Control オープン 

ETH0_TXEN 

ETH0_TXER 

ETH0_TXD0- 

ETH0_TXD7 

ETH0_GE_INT 入力 Input Buffer (3.3V) GND に接続 

ETH0_RXC 入力 BID_BUF(3.3V_GMII_MII)_with_IOLH_Control GND に接続 

ETH0_RXDV   

ETH0_RXER 

ETH0_RXD0- 

ETH0_RXD7 

ETH0_CRS 入力 Input Buffer (3.3V) GND に接続 

ETH0_COL 

ETH1_TXC 

ETH1_GTXC 出力 BID_BUF(3.3V_GMII_MII)_with_IOLH_Control オープン 

ETH1_TXEN 

ETH1_TXER 

ETH1_TXD0- 

ETH1_TXD7 

ETH1_GE_INT 入力 Input Buffer (3.3V) GND に接続 

ETH1_RXC 入力 BID_BUF(3.3V_GMII_MII)_with_IOLH_Control GND に接続 

ETH1_RXDV   

ETH1_RXER 

ETH1_RXD0- 

ETH1_RXD7 

ETH1_CRS 入力 Input Buffer (3.3V) GND に接続 

ETH1_COL 

ETH_MDC 出力 Output Buffer (3.3V) 6mA オープン 

ETH_MDIO 入出力 I/O Buffer (3.3V) 6mA GND に接続 
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(2) メディア・インタフェース 

 

注意.  R-IN32M3-EC に搭載している端子です。R-IN32M3-CL には本端子はありません。 

 

端子名称 入出力 インタフェース 未使用時の推奨接続方法 

P0_RX_P 入力 Management Data Interface (Analog) オープン 

P0_RX_N 入力 

P1_RX_P 入力 

P1_RX_N 入力 

P0_TX_P 出力 Management Data Interface (Analog) オープン 

P0_TX_N 出力 

P1_TX_P 出力 

P1_TX_N 出力 

P0_SD_P 入力 3.3V PECL Input Buffer GND に接続 

P0_SD_N 入力 

P1_SD_P 入力 

P1_SD_N 入力 

P0_RD_P 入力 

P0_RD_N 入力 

P1_RD_P 入力 

P1_RD_N 入力 

P0_TD_OUT_P 出力 3.3V PECL Output Buffer オープン 

P0_TD_OUT_N 出力 

P1_TD_OUT_P 出力 

P1_TD_OUT_N 出力 

P0_FX_EN_OUT 出力 Output Buffer (3.3V) 12mA オープン 

P1_FX_EN_OUT 出力 

 

2.4.2 外部メモリ／外部マイコン・インタフェース端子 

 

端子名称 入出力 インタフェース 未使用時の推奨接続方法 

BUSCLK 出力 Output Buffer (3.3V) 9mA オープン 

CSZ0 / HCSZ 入出力 I/O Buffer (3.3V) 6mA 50kΩ Pull-up オープン 

A2-A20 / HA2-HA20 入出力 I/O Buffer (3.3V) 6mA 50kΩ Pull-down オープン 

D0-D15 / HD0-HD15 

RDZ / HRDZ 入出力 I/O Buffer (3.3V) 6mA 50kΩ Pull-up オープン 

WRSTBZ / HWRSTBZ 

WRZ0, WRZ1 / BENZ0, 

BENZ1 / HWRZ0, HWRZ1 
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2.4.3 システム端子 

 

端子名称 入出力 インタフェース 未使用時の推奨接続方法 

NMIZ 入力 Input Buffer (3.3V) Schmitt in 

50kΩ Pull-up 

VDD33（3.3V）に接続 

XT1 入力 Oscillator with EN GND に接続 

XT2 入出力 － 

RSTOUTZ 出力 Output Buffer (3.3V) 6mA オープン 

RESETZ 入力 Input Buffer (3.3V) Schmitt in － 

PONRZ 

HOTRESETZ VDD33（3.3V）に接続 

OSCTH 入力 Input Buffer (3.3V) Schmitt in, 

50kΩ Pull-down 

動作モードに応じて設定 

JTAGSEL 

 

2.4.4 テスト端子 

 

端子名称 入出力 インタフェース 未使用時の接続方法（必須） 

TMODE0-TMODE2 入力 Input Buffer (3.3V) Schmitt in, 

50kΩ Pull-down 

GND に接続 

TMS 入出力 I/O Buffer (3.3V) 6mA 50kΩ Pull-up オープン 

TDI 入力 Input Buffer (3.3V) , 50kΩ Pull-up オープン 

TDO 出力 3-state Output Buffer (3.3V) 6mA オープン 

TRSTZ 入力 Input Buffer (3.3V) Schmitt in 

50kΩ Pull-up 

オープン 

TCK 入力 Input Buffer (3.3V) , 50kΩ Pull-down オープン 

TMC1 入力 (TMC1) Input Buffer (3.3V) for TMC Terminal GND に接続 

TMC2 入力 (TMC2) Input Buffer (3.3V) for TMC Terminal GND に接続 

ATP 注 入力 Input Buffer (3.3V) オープン 

TEST1 注 入力 Input Buffer (3.3V) GND に接続 

TEST2 注 入力 Input Buffer (3.3V) 

TEST3 注 入力 Input Buffer (3.3V) 

TESTDOUT5 注 出力 Output Buffer（3.3V） オープン 

 

注.  R-IN32M3-EC のみ使用。 
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2.4.5 ポート端子 

（1/2） 

端子名称 入出力 インタフェース 未使用時の推奨接続方法 

P00-P07 入出力 [R-IN32M3-EC] 

I/O Buffer (3.3V) (6mA) 

[R-IN32M3-CL] 

Programmable I/O Buffer (3.3V) 

駆動能力選択機能 

(6mA, 12mA) 

抵抗選択機能 

(50kΩ Pull-up or 50kΩ Pull-down or less)  

R-IN32M3-EC は、GND に接続 

R-IN32M3-CL は、オープン 

P10 入出力 Programmable I/O Buffer (3.3V) 

駆動能力選択機能 

(6mA, 12mA) 

抵抗選択機能 

(50kΩ Pull-up or 50kΩ Pull-down or less)  

オープン 

 

P11-P17 入出力 Programmable I/O Buffer (3.3V)(6mA) 

抵抗選択機能 

(50kΩ Pull-up or 50kΩ Pull-down or less)  

オープン 

 

P20-21, P25-26 入出力 [R-IN32M3-EC] 

I/O Buffer (3.3V) (6mA) 

[R-IN32M3-CL] 

Programmable I/O Buffer (3.3V) 

駆動能力選択機能 

(6mA, 12mA) 

抵抗選択機能 

(50kΩ Pull-up or 50kΩ Pull-down or less)  

R-IN32M3-EC は、GND に接続 

R-IN32M3-CL は、オープン 

P22-24, 27 入出力 [R-IN32M3-EC] 

I/O Buffer (3.3V) (6mA) 

[R-IN32M3-CL] 

Programmable I/O Buffer (3.3V)(6mA) 

抵抗選択機能 

(50kΩ Pull-up or 50kΩ Pull-down or less)  

P30, P31  入出力 Programmable I/O Buffer (3.3V) 

駆動能力選択機能 

(6mA, 12mA) 

抵抗選択機能 

(50kΩ Pull-up or 50kΩ Pull-down or less)  

オープン 

 

P32-P36 入出力 Programmable I/O Buffer (3.3V)(6mA) 

抵抗選択機能 

(50kΩ Pull-up or 50kΩ Pull-down or less)  

P37 入出力 Programmable I/O Buffer (3.3V) 

駆動能力選択機能 

(6mA, 12mA) 

抵抗選択機能 

(50kΩ Pull-up or 50kΩ Pull-down or less)  
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（2/2） 

端子名称 入出力 インタフェース 未使用時の推奨接続方法 

P40-P47  入出力 Programmable I/O Buffer (3.3V)(6mA) 

抵抗選択機能 

(50kΩ Pull-up or 50kΩ Pull-down or less)  

オープン 

P50-P52 入出力 Programmable I/O Buffer (3.3V) 

駆動能力選択機能 

(6mA, 12mA) 

抵抗選択機能 

(50kΩ Pull-up or 50kΩ Pull-down or less)  

P53-P56 入出力 5V-tolerant I/O Buffer 4mA 

50kΩ Pull-up 

P57 入出力 Programmable I/O Buffer (3.3V)(6mA) 

抵抗選択機能 

(50kΩ Pull-up or 50kΩ Pull-down or less)  

P60, P65-P67 入出力 [R-IN32M3-EC] 

I/O Buffer (3.3V)(6mA) 

[R-IN32M3-CL] 

Programmable I/O Buffer (3.3V)(6mA) 

抵抗選択機能 

(50kΩ Pull-up or 50kΩ Pull-down or less)  

R-IN32M3-EC は、GND に接続 

R-IN32M3-CL は、オープン 

P61-P64 入出力 [R-IN32M3-EC] 

I/O Buffer (3.3V)(6mA) 

[R-IN32M3-CL] 

Programmable I/O Buffer (3.3V) 

駆動能力選択機能 

(6mA, 12mA) 

抵抗選択機能 

(50kΩ Pull-up or 50kΩ Pull-down or less)  

P70-P77  入出力 [R-IN32M3-EC] 

I/O Buffer (3.3V)(6mA) 

[R-IN32M3-CL] 

Programmable I/O Buffer (3.3V)(6mA) 

抵抗選択機能 

(50kΩ Pull-up or 50kΩ Pull-down or less)  

R-IN32M3-EC は、GND に接続 

R-IN32M3-CL は、オープン 

RP00-RP07 入出力 Programmable I/O Buffer (3.3V) 

駆動能力選択機能 

(6mA, 12mA) 

抵抗選択機能 

(50kΩ Pull-up or 50kΩ Pull-down or less)  

オープン 

RP10-RP17 

RP20-RP27 

RP30-RP37 
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2.4.6 動作モード設定端子 

 

端子名称 入出力 インタフェース 未使用時の推奨接続方法 

BOOT0, BOOT1 入力 Input Buffer (3.3V) Schmitt in 動作モードに応じて設定 

MEMIFSEL 

BUS32EN 

HIFSYNC 

HWRZSEL 

MEMCSEL 

ADMUXMODE 

 

2.4.7 CC-Link IE Field（インテリジェントデバイス局）端子 （R-IN32M3-CL のみ） 

 

端子名称 入出力 インタフェース 未使用時の推奨接続方法 

CCI_CLK2_097M 入力 Input Buffer (3.3V) 2.097152MHz クロック入力 

 

注意.  本端子は CC-Link IE Field 機能を未使用の場合でも，クロック入力が必要です。 

 

2.4.8 CC-Link（インテリジェントデバイス局、リモートデバイス局） 

 

端子名称 入出力 インタフェース 未使用時の推奨接続方法 

CCM_CLK80M 入力 Input Buffer (3.3V) GND に接続 

 

2.4.9 トレース端子 

 

端子名称 入出力 インタフェース 未使用時の推奨接続方法 

TRACECLK 出力 Output Buffer (3.3V) 6mA オープン 

TRACEDATA0- 

TRACEDATA3 
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3. 詳細仕様 

3.1 CPU 機能（Cortex-M3） 

R-IN32M3 は、高性能 32 ビット・プロセッサ（Arm 社 Cortex-M3 コア）を内蔵しています。 

ここでは、R-IN32M3 製品固有の情報について説明します。 

 

3.1.1 CPU コア情報 

R-IN32M3 で使用している Cortex-M3 コアのリビジョンは以下の通りです。 

CPU コア部、アーキテクチャなどの詳細は、Arm 社の下記 URL を参照してください。 

http://infocenter.arm.com/help/topic/com.arm.doc.set.cortexm/index.html 

 

製品名 コア・リビジョン 

R-IN32M3 シリーズ Cortex-M3 r2p1 

 

http://infocenter.arm.com/help/topic/com.arm.doc.set.cortexm/index.html
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3.1.2 CPU コアのコンフィギュレーション情報 

R-IN32M3 の Cortex-M3 は、以下のコンフィギュレーションを採用しています。 

 

カテゴリ コンフィギュレーション項目 設定値 備考 

割込み NUM_IRQ 128 IRQ 本数を入力 1～240（NMI は別に搭載） 

割込み優先度 LVL_WIDTH 4 優先度ビット数 3～8（8～256 段階） 

MPU MPU_PRESENT あり メモリ保護ユニット有無 

デバッグ・レベル DEBUG_LVL 3 デバッグ・レベル 1～3 

トレース・レベル TRACE_LVL 2 トレース・レベル 0～2 

SW/SWJ-DP 選択 JTAG_PRESENT SWJ-DP JTAG アクセス回路搭載時は SWJ-DP を選択 

ビットバンド領域 BB_PRESENT あり ビットバンド機能有無 

 

デバッグ・レベル 1 2 3（R-IN32M3 の設定） 

機能概略 最小デバッグ構成 フルデバッグ構成 

（データ・マッチングなし） 

フルデバッグ構成 

（データ・マッチングあり） 

デバッグホルト あり あり あり 

ブレーク・ポイント 2（命令） 6（命令） 

2（リテラル） 

6（命令） 

2（リテラル） 

DWT コンパレータ数 1（データ・マッチング機能

は利用不可） 

4（データ・マッチング機能

は利用不可） 

4 

フラッシュ・パッチ機能 なし あり あり 

 

トレース・レベル 0 1 2（R-IN32M3 の設定） 

機能概略 トレースなし スタンダード・トレース フル・トレース 

ITM, TPIU 機能 なし あり あり 

DWT トリガとカウンタ機能 なし あり あり 

ETM 機能 なし なし あり 

 

注意.  R-IN32M3 は SLEEPDEEP モードには対応していません。 

SCR レジスタの SLEEPDEEP ビットはセット（１）しないでください。 
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3.2 Giga bit Ether MAC 

3.2.1 特徴 

○ポート数：1 ポート（2 ポート・スイッチ機能搭載） 

○10BASE、100BASE、1000BASE MAC 機能 

○1000BASE-X PCS 対応 

○全二重通信と半二重通信対応 

○自動ポーズ・パケット送信機能 

○ポーズ・パケット受信による自動送信サスペンド機能 

○MII/GMII インタフェース対応 

 

3.2.2 スイッチ機能 

以下の機能を保有しています。 

 

○2 ポート 

○ハードウェア・スイッチング、ルックアップ、フィルタリング機能 

○フレーム優先順位分類のある QoS 対応 

○優先順位を再配置可能な VLAN Priority (IEEE802.1q)に基づく優先順位制御機能 

○Ipv4 DiffServ Code Point Field, Ipv6 Class of Service に基づく分類及び優先順位割り当て機能 

○4 つの優先順位のあるキューを実装 

○マルチキャスト及びブロードキャスト対応 

○VLAN フレーム対応 

○カット・スルー、ハブ機能対応 

○デバイス・レベル・リング（DLR）対応 
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3.3 Ether CAT 機能（R-IN32M3-EC のみ） 

EtherCAT Slave Controller（ESC）は、Beckhoff 社製の「EtherCAT Slave Controller IP Core」を使用します。 

EtherCAT Slave Controller（ESC）は、EtherCAT フィールドバスと Slave アプリケーションの間のインタフェ

ースとして、EtherCAT 通信処理を行います。 

 

表3.1 EtherCAT Slave Controller の特徴 

特徴 R-IN32M3-EC ET1100 

ポート数 2 2-4 

FMMU 8 8 

Sync Manager 8 8 

プロセスデータ RAM [Kbyte] 8 8 

分散クロック（Distributed Clocks） 64bit 64bit 

EBus 無し 有り(0-4) 

プロセスデータインタフェース（PDI）   

 Digital I/O 無し － 

 SPI Slave 無し － 

 HOST CPU I/F On-chip Bus（外部マイコン I/F） 8bit/16bit，async./sync. 

 

注意.  レジスタ領域（0E_0000H-0E_0F7FH）は、外部マイコン・インタフェース（HOST CPU I/F） 

からはアクセスできません。 
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3.4 CC-Link IE Field（インテリジェントデバイス局）機能（R-IN32M3-CL のみ） 

CC-Link IE Field インテリジェントデバイス局機能は、三菱電機株式会社の専用通信 LSI「CP220」相当の機

能を有しています。 

 

CC-Link IE フィールドネットワークの概略仕様は以下のとおりです。CC-Link IE フィールドネットワークに

関する詳細仕様については CC-Link 協会の下記 URL を参照してください。 

 

http://www.cc-link.org/jp/cclink/cclinkie/index.html 

 

表3.2 CC-Link IE Field 概略仕様 

項目 仕様 

イーサネット規格 IEEE802.3ab(1000BASE-T)準拠 

通信速度 1Gbps 

トポロジ ライン、スター、リング 

最大接続台数 254 台 

最大局間距離 100m 

 

http://www.cc-link.org/jp/cclink/cclinkie/index.html
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3.5 汎用 DMA コントローラ 

3.5.1 特徴 

○チャネル数：4 チャネル（各チャネルは独立） 

○転送データ・サイズ 

➢ ソースとデスティネーションに、それぞれ独立にサイズ設定可能 

➢ 設定可能サイズ：8 ビット-512 ビット 

○最大転送バイト数：232-1 

○チャネル優先順位制御 

➢ 優先順位固定モード 

➢ ラウンドロビン・モード（直前に転送を行ったチャネルを最低優先にシフト） 

○転送設定値割り込み方式 

DMA 転送に使用する設定データは、以下の 2 種類の方法により、内部レジスタに設定されます。 

➢ レジスタ・モード 

CPU から設定した DMA コントローラ内部の制御レジスタに従って DMA 転送を行います。従来の

一般的な DMA 転送をサポートしています。 

➢ リンク・モード 

データ RAM、外部メモリに配置したディスクリプタに従って DMA 転送を行います。 

多様な DMA 転送を実現できます。ただし、DMA 転送ごとにディスクリプタのアクセスが発生す

るため、応答性はレジスタ・モードに劣ります。 

○スキップ機能 

DMA 転送でアクセスする領域に対し、連続アクセス・サイズとスキップ空間サイズをそれぞれ設定可

能です。連続アクセス・サイズで設定サイズ分アクセスしたあと、次にアクセスするアドレスをスキッ

プ空間サイズで設定サイズ分スキップできます。 

○バッファ内データ掃き出し機能 

DMA を強制停止した際、バッファ内データを掃き出して停止することができます。掃き出し後、引き

続き DMA 転送を継続します。 

○サスペンド機能 

DMA トランザクション実行中に、実行中の DMA トランザクションを一時停止できます。 

○DMA 転送間隔設定機能 

バス占有率を調整するため、DMA 転送間隔を指定できます。 

○転送モード 

➢ シングル転送モード 

DMA転送要求が発生するとバス使用権を獲得し、1回の転送ごとにバスを解放します。その後DMA

転送の要求があるごとに、制御レジスタで指定した転送回数分の転送を終了するまで、この動作を

繰り返します。 

➢ ブロック転送モード 

DMA 転送要求が発生するとバス使用権を獲得し、制御レジスタで指定した回数分の転送が終了す

るまでデータ転送を繰り返します。ただし、バスは占有しません。 

 

注意.  512 ビット転送時は、512 ビットでデータがアラインされている必要があります。 
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3.6 リアルタイム・ポート用 DMA コントローラ 

3.6.1 特徴 

○チャネル数：1 チャネル 

○転送データ・サイズ 

➢ ソースとデスティネーションに、それぞれ独立にサイズ設定可能 

➢ 設定可能サイズ：8 ビット-128 ビット 

○最大転送バイト数：232-1 

○転送設定値割り込み方式 

DMA 転送に使用する設定データは、以下の 2 種類の方法により、内部レジスタに設定されます。 

➢ レジスタ・モード 

CPU から設定した DMA コントローラ内部の制御レジスタに従って DMA 転送を行います。従来の

一般的な DMA 転送をサポートしています。 

➢ リンク・モード 

データ RAM、外部メモリに配置したディスクリプタに従って DMA 転送を行います。 

多様な DMA 転送を実現でいます。ただし、DMA 転送ごとにディスクリプタのアクセスが発生す

るため、応答性はレジスタ・モードに劣ります。 

○スキップ機能 

DMA 転送でアクセスする領域に対し、連続アクセス・サイズとスキップ空間サイズをそれぞれ設定可

能です。連続アクセス・サイズで設定サイズ分アクセスしたあと、次にアクセスするアドレスをスキッ

プ空間サイズで設定サイズ分スキップできます。 

○バッファ内データ掃き出し機能 

DMA を強制停止した際、バッファ内データを掃き出して停止することができます。掃き出し後、引き

続き DMA 転送を継続します。 

○サスペンド機能 

DMA トランザクション実行中に、実行中の DMA トランザクションを一時停止できます。 

○DMA 転送間隔設定機能 

バス占有率を調整するため、DMA 転送間隔を指定できます。 

○転送モード 

➢ シングル転送モード 

DMA転送要求が発生するとバス使用権を獲得し、1回の転送ごとにバスを解放します。その後DMA

転送の要求があるごとに、制御レジスタで指定した転送回数分の転送を終了するまで、この動作を

繰り返します。 

➢ ブロック転送モード 

DMA 転送要求が発生するとバス使用権を獲得し、制御レジスタで指定した回数分の転送が終了するま

でデータ転送を繰り返します。ただし、バスは占有しません。 

 

注意.  128 ビット転送時は、128 ビットでデータがアラインされている必要があります。 
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3.7 ウインドウ・ウォッチドッグ・タイマ 

3.7.1 機能概要 

○起動オプションに基づいたリセット後の構成 

○ソフトウェア・トリガ・スタート・モード固定 

○エラー・モード 

➢ エラー検出時の NMI 要求の生成 

➢ エラー検出時のリセットの生成 

○ウインドウ機能 

○オーバ・フロー時間 

➢ 25MHz 動作時：163μs～5.36s 
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3.8 タイマ・アレイ・ユニット 

3.8.1 機能概要 

○1 ユニット（4 チャネル） 

○チャネルごとの 32 ビット・カウンタおよび 32 ビット・データ・レジスタ 

○チャネル単体動作 

○チャネル連動動作（マスタおよびスレーブ動作） 

○異なる種類の出力信号の生成 

○外部信号によるカウントの開始 

○割り込み発生 

 

単体動作機能 連動動作機能 

チャネル単体動作機能 チャネル連動動作機能 

インターバル・タイマ機能  PWM 出力機能 

外部入力インターバル・タイマ機能  

外部イベントカウント機能 

チャネル単体信号測定機能 

オーバ・フロー割り込み出力機能 

外部入力期間カウント検出機能 

外部入力パルス・インターバル判定機能 

外部入力信号幅判定機能 

その他チャネル単体機能 

 外部入力位置検出機能 

 

○補足 

タイマ・カウンﾄ・クロックとして使用するクロックは、外部からのクロック以外に 4 系統を選択できま

す。4 系統のクロックは、レジスタ設定により内部 PCLK の 20～215分周（PCLK = 100MHz）から選択し

ます。4 系統のクロックのうち 1 系統は、レジスタ設定により、さらに 1～256 分周して使用できます。 
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3.9 アシンクロナス・シリアル・インタフェース 

3.9.1 機能概要 

○内蔵の受信 FIFO と送信 FIFO を介した全二重通信 

➢ 10 ビット×16 受信データ FIFO 内蔵 

➢ 8 ビット×16 送信データ FIFO 内蔵 

○2 端子構成 

➢ 送信データ出力端子 

➢ 受信データ出力端子 

○豊富なエラー検出機能 

➢ 受信パリティ・エラー 

➢ 受信フレーミング・エラー 

➢ 送信データ一貫性エラー 

○送信 FIFO オーバフローエラー 

➢ 受信 FIFO オーバラン・エラー 

➢ 受信タイムアウト・エラー 

➢ 受信 BF 受信エラー 

○豊富な FIFO ステータス情報 

➢ 受信 FIFO フル／エンプティ・ステータス 

➢ 送信 FIFO フル／エンプティ・ステータス 

➢ 受信 FIFO 格納データ数 

➢ 送信 FIFO 格納データ数 

○割り込み要求：3 種類 

➢ 送信割り込み 

➢ 受信割り込み 

➢ ステータス割り込み 

○キャラクタ長：7, 8 ビット 

○パリティ機能：奇数、偶数、0、なし 

○送信ストップ・ビット：1, 2 ビット 

○MSB ファースト／LSB ファーストを切り替え可能 

○送信／受信データの出力／入力の反転が可能 

○LIN（Local Interconnect Network）通信フォーマットの BF（ブレーク・フィールド）を 13～20 ビットに

設定可能 

➢ LIN 通信フォーマットの BF 受信で 11 ビット以上の認識可能 

➢ BF 受信フラグあり 

○データ通信中に BF 受信の検出が可能 

○送信データのデータ一貫性を保つバス・モニタ機能 

○サポートするボー・レート：300～12,500,000bps 

 



 

R-IN32M3 シリーズ データシート 3. 詳細仕様 

 

R18DS0007JJ0501  Page 52 of 107  

2021.1.12  

 

表3.3 ボー・レート・ジェネレータ設定例（PCLK：100MHz） 

ボー・レート（bps） プリスケーラ クロック（PRSCLK） 

URTJnPRS 

ボー・レート クロック（BRCLK） 

URTJnBRS 

ERR（％） 

300 6 2604 0.01 

600 5 2604 0.01 

1200 4 2604 0.01 

2400 3 2604 0.01 

4800 2 2604 0.01 

9600 1 2604 0.01 

19200 0 2604 0.01 

31250 0 1600 0.01 

38400 0 1302 0.01 

76800 0 651 0.01 

115200 0 434 0.01 

153600 0 326 -0.15 

312500 0 160 0.00 

1000000 0 50 0.00 

2000000 0 25 0.00 

2500000 0 20 0.00 

5000000 0 10 0.00 

6250000 0 8 0.00 

1000000 0 5 0.00 

1250000 0 4 0.00 
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3.10 クロック同期シリアル・インタフェース 

3.10.1 機能概要 

○3 線式シリアル同期データ転送 

○マスタ・モードまたはスレーブ・モードを選択可能 

○設定可能な 2 個のチップ・セレクト出力信号を備えているため、複数スレーブ構成と RCB（Recessive 

Configuration for Broadcasting）が可能 

○ボー・レート・ジェネレータを内蔵 

○ボー・レートが調整可能。スレーブ・モードでは入力クロックによってボー・レートを決定 

○最大転送速度：R-IN32M3 が 100MHz 動作の時 

➢ マスタ・モード：PCLK/4（25MHz） 

➢ スレーブ・モード：PCLK/6（16.6MHz） 

○クロックとデータの位相を選択可能 

○MSB ファーストまたは LSB ファーストでのデータ転送を選択可能 

○7 ビットから 16 ビットまでの転送データ長を 1 ビット単位で選択可能 

○16 ビットを上回るデータを転送するための EDL（Extended Data Length：拡張データ長）機能 

○以下の 3 つの転送モードを選択可能： 

➢ 送信モード 

➢ 受信モード 

➢ 送受信モード 

○エラー検出（データ一貫性チェック、パリティ、タイムアウト、オーバ・フロー、オーバラン） 

○ジョブ概念のフル・サポート 

○128 ワードの I/O バッファ・メモリ 

○メモリ・モードを選択可能（FIFO、デュアル・バッファ、送信オンリー・バッファ、ダイレクト・アク

セス） 

○4 個の割り込み要求信号 

➢ 通信割り込み 

➢ 受信割り込み 

➢ エラー割り込み 

➢ ジョブ完了割り込み 

○自己テスト用の LBM（ループ・バック・モード）機能 
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3.11 I2C バス 

3.11.1 機能概要 

○動作モード 

➢ 標準モード（シリアル・クロック周波数：Max：100kHz） 

➢ 高速モード（シリアル・クロック周波数：Max：400kHz） 

○転送モード 

➢ シングル転送モード 

➢ 連続転送モード 

○端子構成 

➢ シリアル・クロック端子 

➢ シリアル送受信データ端子 

○割り込み要求信号 

➢ データ送受信割り込み要求信号 

➢ ステータス割り込み要求信号 

○通信データ長 

➢ 8 ビット 

○マルチマスタ対応 

➢ 複数のマスタが同時にバスを制御することが可能 

○シリアル・クロックのレベル幅変更可能 

➢ シリアル・クロック信号のハイ・レベル幅／ロー・レベル幅の設定を変更可能 

○自動検出可能 

➢ スタート・コンディションおよびストップ・コンディションの自動検出が可能 
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3.12 CC-Link 機能 

CC-Link の概略仕様は以下のとおりです。CC-Link に関する詳細仕様については CC-Link 協会の下記 URL を

参照してください。 

 

http://www.cc-link.org/jp/cclink/index.html 

 

表3.4 CC-Link 概略仕様 

項目 仕様 

対応バージョン Ver.1.10 / Ver.2.00 

対応局種類 インテリジェントデバイス局 

リモートデバイス局 

最大リンク点数 リモート入出力：各 8192 点、リモートレジスタ：2048 ワード 

総スレーブ局数 64 局 

通信速度とケーブル総延長 10Mbps ： 100m 

5Mbps  ： 160m 

2.5Mbps： 400m 

625kbps： 900m 

156kbps ：1200m 

通信方式 ブロードキャストポーリング 

 

注意.  リモートデバイス局を使用する場合は、CCS_REFSTB（P10）端子を、外部割り込み機能(INTPZ)を

持ついずれかのポート端子に接続する必要があります。 

 

http://www.cc-link.org/jp/cclink/index.html
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3.13 CAN コントローラ 

3.13.1 機能概要 

○ISO11898 に準拠 

○標準フレームと拡張フレームの送受信が可能 

○転送速度：最大 1Mbps 

○1 チャネルにつき 64 個のメッセージ・バッファ 

○送受信ヒストリ・リスト機能（各メッセージ・バッファにて個別に設定可能） 

○自動ブロック送信機能 

○マルチ・バッファ受信ブロック機能 

○データ・フレームおよびリモート・フレームに適用可能な 8 パターンのマスクをチャネルごとに設定可

能 

○データ・ビット・タイム、通信ボー・レート、サンプル・ポイントを制御可能 

➢ 例として 66.7%, 70.0％, 75.0％，80.0%, 81.3%, 85.0%, 87.5% 

➢ 10kbps～1Mbps のボー・レートを設定可能 

○拡張機能： 

➢ 個々のメッセージ・バッファを送信メッセージ・バッファまたは受信メッセージ・バッファとして

動作するように設定可能 

➢ 対象となるメッセージ・バッファの送信要求フラグをクリアすることで、送信要求を中断可能。 

中断が成功した場合の送信中断割り込みに対応。 

➢ 自動ブロック送信動作モード（ABT） 

➢ タイマ・キャプチャ・チャネルと連携するタイム・スタンプ機能 

➢ 一元管理されるグローバル・データ更新ビット・モニタ・レジスタの採用により、一箇所ですべて

のデータ更新ビットを確認可能 



 

R-IN32M3 シリーズ データシート 3. 詳細仕様 

 

R18DS0007JJ0501  Page 57 of 107  

2021.1.12  

3.14 外部マイコン・インタフェース 

外部のマイコンを接続するためのインタフェースです。外部メモリ/IO と接続用インタフェースを兼用して

います。外部マイコン・インタフェースは、外部メモリ・インタフェースと端子を兼用しており、MEMIFSEL

端子がハイ・レベルのときに、外部マイコン・インタフェースとして使用できます。MEMIFSEL 端子のレベ

ルは、電源投入後、リセット解除までに確定してください。ダイナミックな切り替えには対応していません。 

 

3.14.1 機能概要 

(1) 外部マイコン・インタフェース 

○インタフェース方式 

➢ ウエイト制御機能付き非同期 SRAM 系（読み出し、書き込み） 

➢ ウエイト制御機能付きページ ROM 読み出し 

○同期関係（HIFSYNC 端子で設定） 

➢ HBUSCLK 同期モード（MAX. 50MHz）、非同期モード 

 

注意.  非同期モードを使用する時は、HBUSCLK 端子には Low を入力してください。 

 

○バス幅 

➢ 32 ビット、16 ビット（BUS32EN 端子で選択） 

 

備考.  8 ビット・バス幅には対応していません。 

 

○転送データ・サイズ 

➢ 32 ビット、16 ビット、8 ビット 

○バッファ機能 

➢ ライト・バッファ：2 段（同期選択時）または 1 段（非同期選択時） 

➢ リード・バッファ：最大 32 バイト先読み可能 

○転送タイプ 

➢ シングル転送 

➢ ページ・リード転送 

○タイミング調整機能 
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(2) AHB マスタ・ポート仕様 

○AMBA Ver2.0 準拠 

➢ 32 ビット AHB-Lite 

➢ リトル・エンディアン固定 

○アドレス変換 

➢ 4GByte の AHB 空間内資源を 2Mbyte の外部マイコン・インタフェース空間に対応付け 

○バス・サイジング機能 

➢ 外部 16 ビット→32 ビット 

○エラー応答対応 

➢ エラー応答受信時に割り込み要求（HERROUTZ）を出力 

➢ エラー要因のアクセス情報をレジスタに格納 

 

(3) ステータス確認機能 

○各種ステータスの確認 

➢ 内部リセット状態（非同期／同期 SRAM インタフェース・モード時のみ使用可能） 

➢ HIFSYNC 端子、BUS32EN 端子の状態 
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3.15 非同期式 SRAM MEMC 

非同期式 SRAM MEMC は、32/16 ビット・バスで外部にページ ROM／ROM／SRAM を接続できます。また、

SRAM インタフェースに準ずる周辺デバイスも接続できます。 

非同期式 SRAM MEMC は、同期式バースト・アクセス MEMC と外部マイコン・インタフェースと端子兼用

しており、MEMCSEL 端子および MEMIFSEL 端子がともにロー・レベルに設定のときに外部メモリ・インタ

フェースとして使用できます。 

BOOT0 端子がロー・レベル、BOOT1 端子がハイ・レベルのときに、CSZ0 に接続されたメモリからブート

動作を行います。 

 

3.15.1 機能概要 

○ ページ ROM、ROM、SRAM 対応メモリ・コントローラ 

○ 32／16 ビット・データ・バス 

○ スタティック・メモリ制御機能 

 SRAM、外部 I/O 接続機能 

 ページ ROM 接続機能（CSZ0 のみ） 

 4 本のチップ・セレクト信号が利用可能（CSZ0-CSZ3） 

      CSZ0：ページ ROM／SRAM 対応：1000 0000H-13FF_FFFFH（64M バイト） 

CSZ1：SRAM のみ対応：1400 0000H-17FF_FFFFH（64M バイト） 

CSZ2：SRAM のみ対応：1800 0000H-1BFF_FFFFH（64M バイト） 

CSZ3：SRAM のみ対応：1C00 0000H-1FFF_FFFFH（64M バイト） 

 

 プログラマブル・ウエイト機能 

－アドレス設定ウエイト 

－データ・ウエイト 

－ライト・リカバリ・ウエイト 

－アイドル・ウエイト 
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3.16 同期式バースト・アクセス MEMC 

同期式バースト・アクセス MEMC は、32/16 ビット・バスで外部にページ ROM／ROM／SRAM／PSRAM／

NOR-Flash のほか、SRAM インタフェースに準ずる周辺デバイスも接続できます。 

また、ADMUXMODE 端子をハイ・レベルに設定することで、データ端子にアドレス信号をマルチプレクス

して出力することができます。 

同期式パースト・アクセス MEMC は、非同期式 SRAM MEMC と、外部マイコン・インタフェースと端子兼

用しており、MEMCSEL 端子がハイ・レベル、MEMIFSEL 端子がロー・レベルのときに、同期式バースト・

アクセス MEMC が選択されます。 

BOOT0 端子がロー・レベル、BOOT1 端子がハイ・レベルのときに、CSZ0 に接続されたメモリからブート

動作を行います。 

 

3.16.1 特 徴 

○ ページ ROM、ROM、SRAM（同期、非同期）、PSRAM、NOR-Flash 対応メモリ・コントローラ 

○ 32／16 ビット・データ・バス 

○ アドレス／データ・マルチプレクス機能 

 

備考.  ページ・アクセスは、非同期アクセスのセパレート・モード時のみ対応 

 

○ スタティック・メモリ制御機能 

・ SRAM（同期、非同期）及び SRAM インタフェースに準ずる周辺デバイスの外部接続機能 

・ 4 本のチップ・セレクト信号が利用可能（CSZ0-CSZ3） 

   CSZ0：1000 0000H-13FF_FFFFH（64M バイト） 

CSZ1：1400 0000H-17FF_FFFFH（64M バイト） 

CSZ2：1800 0000H-1BFF_FFFFH（64M バイト） 

CSZ3：1C00 0000H-1FFF_FFFFH（64M バイト） 

 

備考.  SMADSEL レジスタにて、各チップ・セレクト領域は 1000 0000H-1FFF_FFFFH の間で 

プログラマブルに設定可能です。（16M バイト単位で設定可能） 

 

・プログラマブル・ウエイト機能 

・ メモリ・アクセス周波数設定機能（100MHz の 1/2～1/6 分周でアクセス） 

・最大 4 本のウエイト信号を使用可能（WAITZ、WAITZ1～WAITZ3） 
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3.17 命令 RAM 

命令 RAM は、I-code AHB、D-code AHB、DMAC、外部マイコンからアクセス可能な、768k バイトの RAM

です。 

 

3.17.1 機能概要 

○128bit（32bit×4）のリード・バッファ付 

○レイテンシ：リード・アクセス 2 

       ライト・アクセス 1 

 ただし、リード・バッファ内で HIT した場合は、レイテンシ 1 

○AHB バス幅：32bit 

○RAM データ・バス幅：128bit（ECC 除く） 

○転送サイズ：16bit 32bit 転送に対応 

○バースト転送：シングル、不定長バースト、固定長バースト（INCR4/8/16、WRAP4/8/16）に対応 

○リトル・エンディアン固定 

○ECC 対応：1bit エラー補正、2bit エラー検出 

 

3.17.2 リード・バッファ機能 

○128bit（32bit×4）のリード・バッファ 

○リード・バッファ内で HIT した場合は、0 ウエイトで AHB へ応答。 

○2bit ECC エラーが発生した場合には、リード・バッファの内容をクリア 

○リード応答時の 2bit ECC エラーは、ECC エラー割り込みを発生させる。 

 

3.17.3 ライト・インタフェース 

○16 ビットでのライト・アクセスが発生した場合、2 回アクセス分をまとめて 32 ビット単位で RAM へ

ライトする。 

○8 ビットでのライト・アクセスが発生した場合にはエラー応答する。 

 

注意.  外部マイコンから 16bit 単位での RAM へのライト・アクセスが発生する場合があります。 

RAM へのアクセスは、必ず連続で 2 回発生する（32 ビットのデータとしてライトする）ことを 

前提とした仕様とします。 
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3.18 データ RAM 

内蔵データ RAM は、512k バイトの RAM です。Header Endec（Communication-BUS）と AHB の双方からの

アクセスが可能です。 

 

3.18.1 機能概要 

○AHB レイテンシ：リード・アクセス/ライト・アクセス共にレイテンシ 1 

         ただし、ライト・アクセス直後のリード・アクセスのみレイテンシ 2 

○Communication-BUS レイテンシ：リード・アクセス/ライト・アクセス共にレイテンシ 1 

○競合時のアクセスのアービトレーション：ラウンドロビン 

○AHB バス幅：32bit 

○Communication-BUS バス幅：128bit 

○RAM バス幅：128bit（ECC 除く） 

○AHB 転送サイズ：8/16/32bit 転送に対応 

○Communication-BUS 転送サイズ：8/16/32/128bit 転送に対応 

○バースト転送：シングル、不定長バースト、固定長バースト(INCR4/8/16、WRAP4/8/16)に対応 

○リトル・エンディアン固定 

○ECC 対応：1bit エラー補正、2bit エラー検出 
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3.19 バッファ RAM 

バッファ RAM は、64k バイトの RAM です。AHB および Communication-BUS からのアクセスが可能です。 

 

3.19.1 機能概要 

○Communication-BUS レイテンシ：リード・アクセス/ライト・アクセス共にレイテンシ 1 

○競合時のアクセスのアービトレーション：固定優先式（Communication-BUS が優先） 

○Communication-BUS バス幅：128bit 

○RAM バス幅：128bit（ECC 回路除く） 

○Communication-BUS 転送サイズ：8/16/32/128bit 転送に対応 

○ECC 対応：1bit エラー補正、2bit エラー検出 
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3.20 ハードウェア・リアルタイム OS 

ハードウェア・リアルタイム OS はイベント、セマフォ、メールボックス、等 30 種類のシステム・コール

をサポートします。 

 

3.20.1 機能概要 

○Task Scheduler 

➢ Hardware ISR：128 本の割り込み要因から 32 本を選択 

➢ CONTEXT 数：64 個 

➢ Semaphore 識別子：128 個 

➢ Event 識別子：64 個 

➢ Mailbox 識別子：64 個 

➢ Mailbox エレメント数：192 個 

➢ CONTEXT 優先順位：16 段階 

○Hardware Function Manager 

○Internal DMA 

○Buffer Allocator 

○Header EnDec 

 

備考.  ハードウェア・リアルタイム OS は、サンプル・ドライバにて提供するμITRON のシステム・ 

コールにて制御することができます。ドライバの使用方法は、R-IN32M3 シリーズ プログラミング・

マニュアル OS 編を参照ください。 
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Context Cotrol Register

CNTX Type 0 [1:0]

PRTY 0 [1:0]

CNTX_STAT_0 [2:0]

INIT_ADD_0 [31:0]

WT_RSN_0

SM_ID_0 [7:0]

EVENT_ID_0 [7:0]

EVENT_FLG_0 [15:0]

FLG_CND_0

WT_TIMOUT_0
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RSDN_TIM_0
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CLL_TYP_0

RSLT_RG_0
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図3.1 ハードウェア・リアルタイム OS 全体構成 
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3.21 ポート機能 

3.21.1 特徴 

⚫ 入出力ポート：96 本 

⚫ ほかの周辺機能の入出力端子と兼用 

⚫ ビット単位で入力／出力指定可能 

 

注意 1.  ポートと兼用している内蔵周辺機能の信号は、兼用機能の切り替えを行うと、直前の端子状態などに

よりスパイクが発生する可能性があります。 

⚫ 内蔵機能の動作が停止している間に切り替える。 

⚫ 割り込み信号との兼用端子は、いったん割り込み要求フラグをクリアしてからマスクを解除する。 

⚫ 出力値を確定させてから、モードを切り替える。 

など、一般的なスパイク対策をソフトウェアで行ってください。 

2.  入力バッファは、貫通電流対策を行っていないため、外部から中間電位を与えないでください。 

 

3.21.2 ポートの構成 

3 ステート入出力ポートを 8 ポートとリアルタイムに制御を行うポートを 4 ポート内蔵しています。ポート

は 1 ビット単位に入出力指定が可能です。ポートの基本構造は 8 ビット単位ですが，P0x-P3x、P4x-P7x、

RP0x-RP3x（x=0-7）をアラインした 32 ビット単位でのリード／ライトが可能な構成になっています。また、

リアルタイムポート（RP00-RP37）は、割り込み信号に同期した入出力が可能な構成です。 

各ポートは、レジスタ設定により、8/16/32 ビット単位でのアクセスが可能になります。 
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4. 電気的特性 

4.1 用語説明 

 

表4.1 絶対最大体格に関する用語 

項 目 略 号 意 味 

電源電圧 VDD VDD 端子に印加しても、破壊や信頼性低下を生じない電圧範囲を示します。 

入力電圧 VI 入力端子に印加しても、破壊や信頼性低下を生じない電圧範囲を示します。 

出力電圧 VO 出力端子に印加しても、破壊や信頼性低下を生じない電圧範囲を示します。 

出力電流 IO 出力端子から流し出しても、また流し込んでも、破壊や信頼性低下を生じない DC 

電流の許容絶対値を示します。 

動作周囲温度 TA 正常な論理動作をする周囲温度範囲を示します。 

保存温度 T.Sgt. 電圧、電流を印加しない状態で、破壊や信頼性低下を生じない素子温度範囲を示

します。 

 

表4.2 推奨動作範囲に関する用語 

項 目 略 号 意 味 

電源電圧 VDD VSS = 0V としたときに正常な論理動作をする電圧範囲を示します。 

ハイ・レベル入力電圧 VIH R-IN32M3 の入力に印加する電圧で、入力バッファが正常に動作するハイ・レベ

ル状態の電圧を示します。 

● MIN 値以上の電圧を印加すれば、入力電圧がハイ・レベルであることを保証し

ます。 

ロー・レベル入力電圧 VIL R-IN32M3 の入力に印加する電圧で、入力バッファが正常に動作するロー・レベ

ル状態の電圧を示します。 

● MAX 値以下の電圧を印加すれば、入力電圧がロー・レベルであることを保証

します。 

ポジティブ・トリガ電圧 VP R-IN32M3 の入力をロー・レベル側からハイ・レベル側に変化させたときに、出

力レベルが反転する入力レベルです。 

ネガティブ・トリガ電圧 VN R-IN32M3 の入力をハイ・レベル側からロー・レベル側に変化させたときに、出

力レベルが反転する入力レベルです。 

ヒステリシス電圧 VH ポジティブ・トリガ電圧とネガティブ・トリガ電圧の差です。 

入力立ち上がり時間 tried, 

tric, 

tris 

R-IN32M3 の入力に印加する入力電圧が 10％から 90％に立ち上がる時間の制限

値を示します。tried, tric, trisは、それぞれデータ・クロック、シュミット・バッフ

ァの入力立ち上がり時間を示します。 

入力立ち下がり時間 tfid, 

tfic, 

tfis 

R-IN32M3 の入力に印加する入力電圧が 90％から 10％に立ち下がる時間の制限

値を示します。tfid, tfic, tfisは、それぞれデータ・クロック、シュミット・バッファ

の入力立ち下がり時間を示します。 
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表4.3 DC 特性に関する用語 

項 目 略 号 意 味 

オフステート出力電流 IOZ 3 ステート出力で出力がハイ・インピーダンスのとき、規定された電圧において

出力端子を流れる電流を示します。 

出力短絡電流 IOS 出力ハイ・レベルのときに、出力端子を GND と短絡した場合に流れ出す電流を

示します。 

入力リーク電流 ILI 入力端子に電圧を印加したときに、入力端子を流れる電流を示します。 

ロー・レベル出力電流 IOL 規定されたロー・レベル出力電圧において、出力端子へ流れ込む電流を示します。 

ハイ・レベル出力電流 IOH 規定されたハイ・レベル出力電圧において、出力端子から流れ出す電流を示しま

す。 

ロー・レベル出力電圧 VOL ロー・レベル状態にある、出力オープン時の出力電圧を示します。 

ハイ・レベル出力電圧 VOH ハイ・レベル状態にある、出力オープン時の出力電圧を示します。 

 

4.2 絶対最大定格 

表4.4 絶対最大定格 

項 目 略 号 条 件 定 格 単 位 

電源電圧 VDD 1.0V 系 －0.5 ～＋1.4 V 

  1.5V 系 －0.5 ～＋2.0 V 

  3.3V 系 －0.5 ～＋4.6 V 

入出力電圧 VI /VO 3.3V バッファ VI /VO＜VDD＋0.5V －0.5 ～＋4.6 V 

  5V-Tolerant バッファ VI /VO＜VDD＋3.0V －0.5 ～＋6.6 V 

出力電流（3.3V バッファ） IO 6mA タイプ 15 mA 

  12mA タイプ 25 mA 

出力電流（5V-Tolerantバッファ） IO 4mA タイプ 10.35 mA 

動作周囲温度 TA － －40～＋85 °C 

保存温度 T.Sgt. － －65～＋125 °C 

 

注意.  各項目のうち 1 項目でも、また一瞬でも絶対最大定格を越えると、製品の品質を損なう恐れがありま

す。つまり絶対最大定格とは、製品に物理的な損傷を与えかねない定格値です。必ずこの定格値を越

えない状態で製品をご使用ください。 

 

備考.  入出力端子への 3.3V 電圧の印加は、必ず電源電圧が確定してから行ってください。 
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4.3 推奨動作範囲 

表4.5 推奨動作範囲 

項 目 略 号 条 件 MIN. TYP. MAX. 単 位 

電源電圧 VDD 1.0V 電源 0.9 1.0 1.1 V 

  1.5V 電源 1.35 1.5 1.65 V 

  3.3V 電源 3.0 3.3 3.6 V 

ネガティブ・トリガ電圧 VN 3.3V バッファ 0.6 － 1.8 V 

5V-Tolerant バッファ 0.8 － 1.1 V 

ポジティブ・トリガ電圧 VP 3.3V バッファ 1.2 － 2.4 V 

5V-Tolerant バッファ 1.7 － 2.2 V 

ヒステリシス電圧 VH 3.3V バッファ 0.3 － 1.5 V 

5V-Tolerant バッファ 0.9 － 1.1 V 

ロー・レベル入力電圧 VIL 3.3V バッファ －0.3 － 0.8 V 

5V-Tolerant バッファ 0 － 0.8 V 

ハイ・レベル入力電圧 VIH 3.3V バッファ 2.0 － VDD ＋ 0.3 V 

5V-Tolerant バッファ 2.0 － 5.5 V 

入力立ち上がり／立ち下が

り時間 

tried － 0 － 200 ns 

tfid － 0 － 200 ns 

入力立ち上がり／立ち下が

り時間（クロック） 

tric － 0 － 4 ns 

tfic － 0 － 4 ns 

入力立ち上がり／立ち下が

り時間（シュミット） 

tris － 0 － 1 ms 

tfis － 0 － 1 ms 

動作周囲温度 TA － －40 － 85 °C 
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4.4 DC 特性 

表4.6 DC 特性（VDD = 3.3±0.3V, TA = －40～＋85°C）（1/2） 

項 目 略号 条 件 MIN. TYP. MAX. 単位 

動作消費電流 

（R-IN32M3-EC） 

IDD VI = VDD or GND 内蔵レギュレータ使用 － － －  

 
1.0V － 270 880 mA 

3.3V － 210 220 mA 

内蔵レギュレータ未使用 － － －  

 

1.0V － 270 880 mA 

3.3V  120 130 mA 

1.5V － 150 170 mA 

動作消費電流 

（R-IN32M3-CL） 

IDD VI = VDD or GND 1.0V － 280 890 mA 

3.3V － 45 50 mA 

オフステート電流 IOZ VI = VDD or GND 3.3V 出力 － － ±10 μA 

5V-Tolerant バッファ － － ±10 μA 

出力短絡電流注 IOS VO = GND  － － －250 mA 

入力リーク電流 

（3.3V バッファ） 

II VI = VDD or GND 通常入力 － － ±10 μA 

 VI = GND プルアップ抵抗付き 

（50 kΩ） 

－28.9 －65.7 －129.8 μA 

 VI = VDD プルダウン抵抗付き 

（50 kΩ） 

10.2 43.4 83.9 μA 

入力リーク電流 

（5V-Tolerant バッファ） 
II 

VI = GND プルアップ抵抗付き 

（50 kΩ） 

39.0 － 100.9 μA 

 

注.  出力短絡電流は 1 秒以下で、1 端子のみ。 

 

備考.  表中の＋, －は電流の方向を示しています。デバイスに流れ込む場合が＋、流れ出す場合が－です。 

 

表4.7 DC 特性（VDD = 3.3±0.3V, TA = -40~+85°C）（2/2） 

項 目 略 号 条 件 MIN. TYP. MAX. 単位 

ロー・レベル出力電流 IOL VOL = 0.4V  6mA タイプ 6.0 － － mA 

（3.3V バッファ）   12mA タイプ 12.0 － － mA 

ロー・レベル出力電流 

（5V-Tolerant バッファ） 

IOL VOL = 0.4V 4mA タイプ 4.0 － － 
mA 

ハイ・レベル出力電流 IOH VOH = 2.4V 6mA タイプ －6.0 － － mA 

（3.3 V バッファ）   12mA タイプ －12.0 － － mA 

ハイ・レベル出力電流 

（5V-Tolerant バッファ） 
IOH VOH = 2.4V 

4mA タイプ －4.0 － － 
mA 

ロー・レベル出力電圧 VOL IOL = 0mA 3.3V バッファ － － 0.1 V 

5V-Tolerant バッファ － － 0.1 V 

ハイ・レベル出力電圧 VOH IOH = 0mA 3.3V バッファ VDD－0.1 － － V 

5V-Tolerant バッファ VDD－0.1 － － V 
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4.5 プルアップ／プルダウン抵抗値 

表4.8 プルアップ／プルダウン抵抗値（VDD = 3.3±0.3V, TA = －40～＋85°C） 

項 目 ライブラリ表現 MIN. TYP. MAX. 単 位 

プルアップ抵抗（3.3V バッファ）  50kΩ 27.7 50.2 103.9 kΩ 

プルアップ抵抗（5V-Tolerant バッファ） 50kΩ 35.7 51.2 77.0 kΩ 

プルダウン抵抗（3.3V バッファ） 50kΩ 42.9 76.1 295.5 kΩ 

 

4.6 端子容量 

表4.9 端子容量 

項 目 略号 MIN. TYP. MAX. 単位 

入力バッファ CB 5.0 － 7.0 pF 

出力バッファ 5.0 － 7.0 pF 

入出力バッファ 5.0 － 7.0 pF 
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4.7 電源投入／遮断手順 

R-IN32M3 シリーズは、内部電源（VDD10 : 1.0V）、I/O 電源（VDD33 : 3.3V）、PHY 電源（VDD15 : 1.5V）

で構成されています。（PHY 電源は、R-IN32M3-EC のみ対象です。） 

 

電源投入順序については、特に規定はありませんが、推奨として、電源投入は内部電源を投入した後に I/O

電源を投入してください。逆に電源遮断は、I/O 電源を遮断した後に、内部電源を遮断してください。（図4.1

参照） 

 

I/O 電源を先に投入後、内部電源を投入した場合は、I/O 電源が立ち上がってから内部電源が立ち上がるまで

の期間、I/O バッファモードが確定せず、入力モード／出力モード関係なく不定出力となりますので、ご注意

願います。なお、入出力端子への 3.3V 電圧の印加は、必ず電源電圧が確定してから行ってください。 

 

電源投入／遮断時間差は、電源投入順序にかかわらず、内部あるいは入出力電源のどちらか先に立ち上がる

方の電源の立ち上がり開始時から、両方の電源が安定するポイントまでの時間差が 100ms 以内であることを推

奨します。時間を測定する際の電圧は、0.1VDD-0.9VDDの期間とします 

 

I/O 電源 

（VDD33） 

100ms 

0.1 VDD10 

GND 

内部電源 

（VDD10） 

100ms 

0.1 VDD10 

0.9 VDD33 

PHY電源注 

（VDD15） 

 

図4.1 電源投入／遮断 推奨順序 

 

注.  PHY 電源（VDD15）は、R-IN32M3-EC の内蔵レギュレータ未使用時のみ、上記タイミングを守って

ください。 
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4.8 AC 特性 

4.8.1 クロック端子 

(1) 入力クロック 

項 目 略 号 条 件 MIN MAX 単位 

XT1, XT2 tSYSCLK － 25±50ppm MHz 

ETH0_TXC, ETH1_TXC 注 tTXC － － 25 MHz 

ETH0_RXC, ETH1_RXC 注 tRXC － － 125 MHz 

CCM_CLK80M tCCLCLK － 80±50ppm MHz 

CCI_CLK2_097M 注 tCCLIECLK － 2.097152±100ppm MHz 

HBUSCLK tHBUSCLK － － 50 MHz 

CSISCK0, CSISCK1 tCSISSCK スレーブ・モード － 16.6 MHz 

TCK tTCK － － 50 MHz 

 

注.  R-IN32M3-CL に搭載している端子です。R-IN32M3-EC には本端子はありません。 

 

(2) 出力クロック 

項 目 略 号 条 件 MIN MAX 単位 

BUSCLK 出力周期 tBUSCLK 

CL = 15pF 

10 － ns 

BUSCLK ハイ・レベル幅 tBCKH 0.5×tBUSCLK-2.0 0.5×tBUSCLK+2.0 ns 

BUSCLK ロー・レベル幅 tBCKL 0.5×tBUSCLK-2.0 0.5×tBUSCLK+2.0 ns 

BUSCLK 立ち上がり時間 tBCKR － 1.2 ns 

BUSCLK 立ち下がり時間 tBCKF － 1.2 ns 

CLKOUT25Mn 注 1出力周期 tCO25M 

CL = 15pF 

40 － ns 

CLKOUT25Mn 注 1ハイ・レベル幅 tCO25MH 0.5×tBUSCLK-5.3 0.5×tBUSCLK+5.3 ns 

CLKOUT25Mn 注 1ロー・レベル幅 tCO25ML 0.5×tBUSCLK-5.3 0.5×tBUSCLK+5.3 ns 

CLKOUT25Mn 注 1立ち上がり時間 tCO25MR － 3.4 ns 

CLKOUT25Mn 注 1立ち下がり時間 tCO25MF － 3.4 ns 

ETHn_GTXC 注 1出力周波数 tGTXC CL = 13pF － 125 MHz 

CSISCKn 出力周波数 tCSIMSCK 
マスタ・モード 

CL = 15pF 
－ 25 MHz 

SCLn 出力周波数 tSCL 高速モード 

CL = 30pF 
－ 400 KHz 

SMSCK 出力周波数 tSMSCK CL = 15pF － 50 MHz 

CATI2CCLK 注 2出力周波数 tECIICCLK CL = 30pF － 148.8 kHz 

TRACECLK 出力周波数 tTRACECLK CL = 15pF － 50 MHz 

 

注 1.  R-IN32M3-CL に搭載している端子です。R-IN32M3-EC には本端子はありません。 

2.  R-IN32M3-EC に搭載している端子です。R-IN32M3-CL には本端子はありません。 

 

備考.  n = 0, 1 
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< tBUSCLK >

BUSCLK（出力）

< tBCKH > < tBCKL >

< tBCKR > < tBCKF >

 

< tCO25M >

< tCO25MH > < tCO25ML >
< tCO25MR >

< tCO25MF >

CLKOUT25Mn（出力）

 

図4.2 出力クロック・タイミング 

 

備考 1.  その他のクロックは、各インタフェースの AC 特性を参照してください。 

2.  n = 0, 1 
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4.8.2 リセット端子 

 

項 目 略号 条 件 MIN MAX 単位 

RESETZ 端子入力ロー・レベル幅 tWRSL － （外部発振回路の発

振安定時間+1μsec）

を確保してください。 

－ ns 

HOTRESETZ 注端子入力ロー・レベル幅 tWHRSL － － ns 

PONRZ 端子入力ロー・レベル幅 tWPRSL － － ns 

PONRZ 入力タイミング（対 RESETZ↑） tSKPR － 0 － ns 

 

RESETZ（入力）

HOTRESETZ（入力）注

PONRZ（入力）

< tWRSL >

< tWHRSL >

< tWPRSL >

< tSKPR >

 

図4.3 リセット・タイミング 

 

注.  R-IN32M3-CL に搭載している端子です。R-IN32M3-EC には本端子はありません。 
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4.8.3 外部メモリ･インタフェース端子 

(1) 外部負荷による遅延値計算方法 

R-IN32M3 の外部メモリ・インタフェース端子は、負荷条件がユーザにおいて異なることを考慮し、負荷 0pF

の値を記載しています。ユーザの負荷条件に応じて、タイミングを算出してください。また、基板上の配線遅

延もユーザにて考慮いただく必要があります。 

 

ドライブ能力 
1pF あたりの遅延値（ns） 

MIN. MAX. 

6mA 0.026 0.067 

12mA 0.012 0.034 

 

計算例） 

アドレス端子（6mA 出力バッファ）に、30pF の負荷がある場合、実際の遅延情報は以下のようにな

ります。 

 

MIN.  1.0ns（0pF 時の MIN 遅延値） +（0.026×30）ns = 1.78ns  

MAX.  7.0ns（0pF 時の MAX 遅延値） +（0.067×30）ns = 9.01ns  

 

(2) 非同期式 SRAM MEMC アクセス・タイミング 

 

項 目 略号 MIN MAX 単位 

アドレス、CSZ0-CSZ3 出力遅延時間（対 BUSCLK↑） tDKA 
1.0 

（1.78）注 

7.0 

（9.01）注 
ns 

RDZ 出力遅延時間（対 BUSCLK↑） tDKRD 
1.0 

（1.78）注 

7.0 

（9.01）注 
ns 

WRZ0-WRZ3（BENZ0-BENZ3）、WRSTBZ 

出力遅延時間（対 BUSCLK↑） 
tDKWR 

1.0 

（1.78）注 

7.0 

（9.01）注 
ns 

BCYSTZ 出力遅延時間（対 BUSCLK↑） tDKBSL 
1.0 

（1.78）注 

7.0 

（9.01）注 
ns 

WAITZ 入力設定時間（対 BUSCLK↓） tSKW 4.0 － ns 

WAITZ 入力保持時間（対 BUSCLK↓） tHKW 0 － ns 

データ入力設定時間（対 BUSCLK↑） tSKID 4.0 － ns 

データ入力保持時間（対 BUSCLK↑） tHKID 0 － ns 

データ出力遅延時間（対 BUSCLK↑） tDKOD 
1.0 

（1.78）注 

7.0 

（9.01）注 
ns 

データ・フロート遅延時間（対 BUSCLK↑） tHKOD 
1.0 

（1.78）注 

7.0 

（9.01）注 
ns 

 

注.  カッコ内は、30pF 負荷の場合の計算結果です。 
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(a) リード・タイミング 

 

BUSCLK（出力）

A1-A26（出力）

CSZ0-CSZ3（出力）

WRZ0-WRZ3注, WRSTB（出力）

RDZ（出力）

D0-D31（入出力）

WAITZ（入力）

BCYSTZ（出力）

< tDKA >

< tDKA > < tDKA >

< tDKWR > < tDKWR >

< tDKRD > < tDKRD >

< tHKOD >
< tSKID >

< tHKID >

< tSKW >

< tHKW >

BENZ0-BENZ3注（出力）

< tDKBS >
< tDKBS >

 

図4.4 メモリ・コントローラ・リード・タイミング（非同期メモリ） 

 

注.  WRZ0-WRZ3 と BENZ0-BENZ3 は兼用されています。端子名称は WRZ0-WRZ3 です。 

リセット時は、WRZ0-WRZ3 が選択されています。ライト・イネーブル切り替えレジスタ（WREN） 

で切り替えられます。 

レジスタの詳細は、「R-IN32M3 シリーズ ユーザーズ・マニュアル周辺機能編 9.3.5 ライト・ 

イネーブル切り替えレジスタ（WREN）」を参照して下さい。 

 

備考. 

 

 SMCn レジスタによるアイドル・ウエイト数／ライト・リカバリ・ウエイト数／アドレス設定ウエイト数

が 0、データ・ウエイト数が 3 の場合のタイミングです。 
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(b) ライト・タイミング 

 

BUSCLK（出力）

A1-A26（出力）

CSZ0-CSZ3（出力）

WRZ0-WRZ3注, WRSTB（出力）

BENZ0-BENZ3注（出力）

RDZ（出力）

D0-D31（入出力）

WAITZ（入力）

BCYSTZ（出力）

< tDKA >

< tDKA > < tDKA >

< tDKWR >
< tDKWR >

< tHKOD >

< tDKOD >

< tDKOD >

< tSKW >

< tHKW >

< tDKWR > < tDKWR >

< tDKBS >
< tDKBS >

 

図4.5 メモリ・コントローラ・ライト・タイミング（非同期メモリ） 

 

注.  WRZ0-WRZ3 と BENZ0-BENZ3 は兼用されています。端子名称は WRZ0-WRZ3 です。 

リセット時は、WRZ0-WRZ3 が選択されています。ライト・イネーブル切り替えレジスタ（WREN） 

で切り替えられます。 

レジスタの詳細は、「R-IN32M3 シリーズ ユーザーズ・マニュアル周辺機能編 9.3.5 ライト・ 

イネーブル切り替えレジスタ（WREN）」を参照して下さい。 

 

備考. 

 

 SMCn レジスタによるアイドル・ウエイト数／ライト・リカバリ・ウエイト数／アドレス設定ウエイト数

が 0、データ・ウエイト数が 3 の場合のタイミングです。 



 

R-IN32M3 シリーズ データシート 4. 電気的特性 

 

R18DS0007JJ0501  Page 79 of 107  

2021.1.12  

(3) 同期式バースト・アクセス MEMC アクセス・タイミング 

 

項 目 略号 MIN MAX 単位 

BUSCLK 出力周波数 tBUSCLK － 50 MHz 

アドレス、CSZ0-CSZ3 出力遅延時間 tDKA 
1.0 

（1.78）注 

7.8 

（9.81）注 
ns 

RDZ 出力遅延時間 tDKRD 
1.0 

（1.78）注 

7.8 

（9.81）注 
ns 

WRZ0-WRZ3（BENZ0-BENZ3）、WRSTBZ 

出力遅延時間 
tDKWR 

1.0 

（1.78）注 

7.8 

（9.81）注 
ns 

ADVZ 出力遅延時間 tDKBSL 
1.0 

（1.78）注 

7.8 

（9.81）注 
ns 

WAITZ 入力設定時間 tSKW 5.3 － ns 

WAITZ 入力保持時間 tHKW 0 － ns 

データ入力設定時間 tSKID 5.3 － ns 

データ入力保持時間 tHKID 0 － ns 

データ出力遅延時間 tDKOD 
1.0 

（1.78）注 

7.8 

（9.81）注 
ns 

データ・フロート遅延時間 tHKOD 
1.0 

（1.78）注 

7.8 

（9.81）注 
ns 

 

注.  カッコ内は、30pF 負荷の場合の計算結果です。 
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(a) リード・タイミング 

 

BUSCLK（出力）
（SMCMD_CMCRDLTH:0）

CSZ0-CSZ3（出力）

WRSTBZ（出力）

RDZ（出力）

D0-D31（入出力）

WAITZ, WAITZ1-WAITZ3（入力）

ADVZ（入力）

< tDKA > < tDKA >

< tDKRD > < tDKRD >

< tHKOD >
< tSKID >

< tHKID >

< tSKW >

< tHKW >

< tDKBS >
< tDKBS >

 

BUSCLK（出力）
（SMCMD_CMCRDLTH:1）

 

図4.6 メモリ・コントローラ・リード・タイミング（クロック同期式メモリ） 

 

備考.  t_ceoe が 2、t_rc が 4 の場合のタイミングです。 
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(b) ライト・タイミング 

 

BUSCLK（出力）

CSZ0-CSZ3（出力）

WRSTBZ（出力）

RDZ（出力）

D0-D15（入出力）

WAITZ, WAITZ1-WAITZ3（入力）

ADVZ（入力）

< tDKA > < tDKA >

< tDKWR > < tDKWR >

< tHKOD >
< tSKID > < tDKOD >

< tSKW >

< tHKW >

< tDKBS >
< tDKBS >

 

図4.7 メモリ・コントローラ・ライト・タイミング（クロック同期式メモリ） 

 

備考  t_wp が 2、t_wc が 5 の場合のタイミングです。 
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4.8.4 外部マイコン・インタフェース端子 

外部マイコン・インタフェース端子の負荷条件は、65pF（HD 端子）、35pF（HWAITZ 端子）です。 

(1) 同期モード 

番号 項 目 略号  MIN  MAX  単位  

1 HBUSCLK ハイ・レベル幅 tHBHIGH 0.5tHBUSCLK-2.1 0.5tHBUSCLK+2.1 ns 

2 HBUSCLK ロー・レベル幅 tHBLOW 0.5tHBUSCLK-2.1 0.5tHBUSCLK+2.1 ns 

3 HBUSCLK 入力周期 tHBUSCLK 20 － ns 

4 アドレス、HCSZ, HPGCSZ 入力設定時間（対 HBUSCLK↑）  tSKHA 4.0 － ns 

5 HBENZ0-HBENZ3（HWRZ0-HWRZ3）, 

HWRSTBZ 入力設定時間（対 HBUSCLK↑）  

tSKHWR 4.0 － ns 

6 アドレス、HCSZ, HPGCSZ 入力保持時間（対 HBUSCLK↑）  tHKHA 1.0 － ns 

7 HBENZ0-HBENZ3（HWRZ0-HWRZ3）,  

HWRSTBZ 入力保持時間（対 HBUSCLK↑） 

tHKHWR 1.0 － ns 

8 HWRZ0-HWRZ3, HWRSTBZ リカバリ時間（ハイ幅） tWHWR 35.0 － ns 

9 データ入力設定時間（対 HBUSCLK↑）  tSKIHD 4.0 － ns 

10 データ入力保持時間（対 HBUSCLK↑） tHKIHD 1.0 － ns 

11 HWAITZ 出力遅延時間（対 HCSZ, HPGCSZ↓） tDKHD 2.0 － ns 

12 HWAITZ 出力遅延時間（対 HWRSTBZ, HWRZ0- HWRZ3↓） tDKHWT 2.0 － ns 

13 HWAITZ 有効データ出力遅延時間（対 HBUSCLK↑）  tDKHWTV 2.0 10.0 ns 

14 HWAITZ 有効データ保持期間（対 HWRSTBZ, HWRZ0-HWRZ3↑）  tHKHWTV 3.0 － ns 

15 HWAITZ 出力保持期間（対 HWRSTBZ, HWRZ0-HWRZ3↑） tHKWTWR － 13.6 ns 

16 データ、HWAITZ の出力保持時間（対 HCSZ, HPGCSZ↑） tHKWTCS － 13.6 ns 

17 アドレス、HCSZ, HPGCSZ 入力設定時間（対 HRDZ↓） tSKHAHR 4.3 － ns 

18 ページ・アクセス時のアドレス入力保持時間（対 HRDZ↑） tHKHAHR 4.3 － ns 

19 HRDZ リカバリ時間（ハイ幅） tWHRD 35.0 － ns 

20 データ、HWAITZ 出力遅延時間（対 HRDZ↓） tDKHDHR 2.0 － ns 

21 HWAITZ 有効データ出力遅延時間（対 HRDZ↓） tDKWTVHR － 16.4 ns 

22 データ確定時間（対 HWAITZ↑） tSKHDHWT tHBUSCLK-10 － ns 

23 データ、HWAITZ 有効データ出力保持時間（対 HRDZ↑） tHKHWTHR 3.0 － ns 

24 データ、HWAITZ 出力保持時間（対 HRDZ↑） tHKOHD － 13.6 ns 

25 オンページ・アクセス時のデータ、HWAITZ 出力遅延時間 

（対アドレス） 

tDKPON 3.0 16.4 ns 

26 オフページ・アクセス時のデータ、HWAITZ 出力遅延時間 

（対アドレス） 

tDKPOFF 3.0 16.4 ns 

27 HWAITZ 有効データ出力遅延時間 

（対 HCSZ, HPGCSZ↓） 

tDKWTVCS － 16.4 ns 

28 HRDZ 入力設定時間（対 HBUSCLK↑）  tSKHRD 4.0 － ns 

29 HRDZ 入力保持時間（対 HBUSCLK↑）  tHKHRD 1.0 － ns 
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HA1-HA20 (input) 

HRDZ (input) 

HWAITZ (output) 

HWRSTBZ (input) 

HBENZ0-HBENZ3 (input) 

HD0-HD31 (input/output) 

<4> 

 

<6> 

<9> 
<10> 

<5> <7> 

HCSZ, HPGCSZ (input) 

<4> 

 

<6> 

<13> 

<14> 
<12> 

<15> 

<13> 

HBUSCLK (input) 

HWRZ0-HWRZ3 (input) 

<3> 

<1> <2> 

 

<5> 

<11> 

<7> 

<16> 

<7> 
<5> 

<8> <8> 

 

図4.8 外部マイコン・インタフェース・ライト・タイミング（MEMCSEL=L, HIFSYNC=H） 

 

注意.  アクセス中は、アドレス／データ／制御系信号には安定した信号を供給してください。 
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HA1-HA20 (input) 

HRDZ (input) 

HWAITZ (output) 

HWRSTBZ (input) 

HBENZ0-HBENZ3 (input) 

HD0-HD31 (input/output) 

<17> 

<23> 

<21> 

<23> 

HCSZ, HPGCSZ (input) 

<17> 

<19> <19> 

<22> 

<20> 
<24> 

<16> 

<20> 

<13> 

HBUSCLK (input) 

HWRZ0-HWRZ3 (input) 

<11> 

<16> 

<24> 

<27> 

<11> 

<3> 

<1> <2> 

 

<28> <29> 

 

図4.9 外部マイコン・インタフェース・リード・タイミング（MEMCSEL=L, HIFSYNC=H） 

 

注意.  アクセス中は、アドレス／データ／制御系信号には安定した信号を供給してください。 
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HA1-HA3 (input) 

HRDZ (input) 

HWAITZ (output) 

HWRSTBZ (input) 

HBENZ0-HBENZ3 (input) 

HD0-HD31 (input/output) 

<17> 

<23> 

<21> 

<25> 

HCSZ, HPGCSZ (input) 

<17> 

<19> <19> 

<22> 

<20> 
<24> 

<20> 

Off Page On Page Off Page On Page 

<25> 
<24> 

<23> 

HWRZ0-WRZ3 (input) 

HA4-HA20 (input) 

<17> <18> 

<22> 

<26> 

HBUSCLK (input) 

<26> 

<11> 

<11> 

<16> 

<16> 

<25> <25> 

<27> 

<13> <3> 

<1> <2> 

 

<28>  

 

図4.10 外部マイコン・インタフェース・ページ・リード・タイミング（MEMCSEL=L, HIFSYNC=H） 

 

注意.  アクセス中は、アドレス／データ／制御系信号には安定した信号を供給してください。 
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(2) 同期モード（CC-Link IE Field） 

番号 項 目 略号  MIN  MAX  単位  

1 HBUSCLK ハイ・レベル幅 tHBHIGH 0.5tHBUSCLK-2.1 0.5tHBUSCLK+2.1 ns 

2 HBUSCLK ロー・レベル幅 tHBLOW 0.5tHBUSCLK-2.1 0.5tHBUSCLK+2.1 ns 

3 HBUSCLK 入力周期 tHBUSCLK 20 － ns 

4 アドレス、HCSZ, HPGCSZ,入力設定時間（対 HBUSCLK↓）  tSKHCS 5.0 － ns 

5 HBENZ0-HBENZ3（HWRZ0-HWRZ3）, 

HWRSTBZ 入力設定時間（対 HBUSCLK↓） 

tSKHWR 5.0 － ns 

6 アドレス、HCSZ, HPGCSZ, HBENZ0-HBENZ3, データ 

入力保持時間（対 HRDZ, HWRSTBZ, HWRZ0-HWRZ3↑） 

tHKHA 0 － ns 

7 HWRZ0-HWRZ3, HWRSTBZ リカバリ時間（ハイ幅） tWHWR tHBUSCLK x 1 － ns 

8 データ入力設定時間（対 HWRSTBZ, HWRZ0-HWRZ3↓）  tSKIHD 0 － ns 

9 HWAITZ 出力遅延時間（対 HCSZ, HPGCSZ↓） tDKHD 2.0 － ns 

10 HWAITZ 出力遅延時間（対 HWRSTBZ, HWRZ0-HWRZ3↓） tDKHWT 2.0 － ns 

11 HWAITZ 有効データ出力遅延時間（対 HBUSCLK↑） 

HWAITZ 出力は HBUSCLK↑同期モード 

tDKHWTV 3.0 11.0 ns 

HWAITZ 有効データ出力遅延時間（対 HBUSCLK↓）  

HWAITZ 出力は HBUSCLK↓同期モード 

tDKHWTV 3.0 11.0 ns 

12 HWAITZ 有効データ保持期間（対 HWRSTBZ, HWRZ0-HWRZ3↑）  tHKHWTV 3.0 － ns 

13 HWAITZ 出力保持期間（対 HWRSTBZ, HWRZ0-HWRZ3↑） tHKWTWR － 13.6 ns 

14 データ、HWAITZ の出力保持時間（対 HCSZ, HPGCSZ↑） tHKWTCS － 13.6 ns 

15 HRDZ リカバリ時間（ハイ幅） tWHRD tHBUSCLK x 1 － ns 

16 データ、HWAITZ 出力遅延時間（対 HRDZ↓） tDKHDHR 2.0 － ns 

17 HWAITZ 有効データ出力遅延時間（対 HRDZ, HWWRSTBZ, 

HWRZ0 - HWRZ3 のラッチタイミング）  

HWAITZ 出力は HBUSCLK↑同期モード 

tDKWTVHR － tHBUSCLK/2 

+ 11.0 

ns 

HWAITZ 有効データ出力遅延時間（対 HRDZ, HWWRSTBZ, 

HWRZ0 - HWRZ3 のラッチタイミング） 

HWAITZ 出力は HBUSCLK↓同期モード 

tDKWTVHR － tHBUSCLK 

+ 11.0 

ns 

18 データ確定時間（対 HWAITZ↑） 

HWAITZ 出力は HBUSCLK↑同期モード 

tSKHDHWT － 10 注 

- tHBUSCLK x n 

ns 

データ確定時間（対 HWAITZ↑） 

HWAITZ 出力は HBUSCLK↓同期モード 

tSKHDHWT － 0 注 

- tHBUSCLK x n 

ns 

19 データ、HWAITZ 有効データ出力保持時間（対 HRDZ↑） tHKHWTHR 3.0 － ns 

20 データ、HWAITZ 出力保持時間（対 HRDZ↑） tHKOHD － 13.6 ns 

21 HRDZ 入力設定時間（対 HBUSCLK↓）  tSKHRD 5.0 － ns 

 

備考. 

 

 CIEWAITDLY レジスタに 100B 以外を設定した場合は、 

“HWAITZ 出力の HBUSCLK↑同期モード”の値を参照してください。 

 

注.  CIEWAITDLY レジスタの値が 100B の場合です。n: 000 B = 4, 001B = 3, 010 B = 2, 011 B = 1 
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HA1-HA20 (input) 

HRDZ (input) 

HWRSTBZ (input) 

HBENZ0-HBENZ3 (input) 

HD0-HD31 (input/output) 

<8> 

<5> 

HCSZ, HPGCSZ (input) 

<4> 

 

<11> 

<12> 
<10> 

<13> 

<11> 

HBUSCLK (input) 

HWRZ0-HWRZ3 (input) 

<3> 

<1> <2> 

 

<9> 

<14> 

<5> 

<7> <7> 

<17> 

<11> 
<17> <11> 

HWAITZ (output) 

HBUSCLK の 

立ち上がり同期モード 

 

HWAITZ (output) 

HBUSCLK の 

立ち下がり同期モード 

 

<4> 

<6> 

<6> 

<6> 

<6> 

 

図4.11 外部マイコン・インタフェース・ライト・タイミング（MEMCSEL=L, HIFSYNC=H） 

 

注意.  アクセス中は、アドレス／データ／制御系信号には安定した信号を供給してください。 
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HA1-HA20 (入力) 

HRDZ (入力) 

HWAITZ (出力) 

HBUSCLK の 

立ち上がり同期モード 

 

HWRSTBZ (入力) 

HBENZ0-HBENZ3 (入力) 

HD0-HD31 (入出力) 

<19> 

<17> 
<19> 

HCSZ, HPGCSZ (入力) 

<4> 

<15> <15> 

<18> 
<20> 

<14> 

<16> 

<11> 

HBUSCLK (入力) 

HWRZ0-HWRZ3 (入力) 

<14> 

<20> 

<9> 

<21> 

<3> 

<1> <2> 

 

<5> 

<11> 

HWAITZ (出力) 

HBUSCLK の 

立ち下がり同期モード 

 

<11> 
<11> <17> 

<18> 

<4> 

<6> 

<6> 

<6> 

 

図4.12 外部マイコン・インタフェース・リード・タイミング（MEMCSEL=L, HIFSYNC=H） 

 

注意.  アクセス中は、アドレス／データ／制御系信号には安定した信号を供給してください。 

 



 

R-IN32M3 シリーズ データシート 4. 電気的特性 

 

R18DS0007JJ0501  Page 89 of 107  

2021.1.12  

(3) 非同期モード 

番号 項 目 略号  MIN  MAX  単位  

1 アドレス、HCSZ/HPGCSZ、HBENZ0-HBENZ3 

入力設定時間（対 HWRSTBZ, HWRZ0-HWRZ3↓） 
tADDWRS 

4.8 注 1 

 - 10×n 
－ ns 

2 HWRZ0-HWRZ3, HWRSTBZ リカバリ時間（ハイ幅） tWRW 35.0 － ns 

3 データ入力設定時間（対 HWRSTBZ, HWRZ0-HWRZ3↓） tWRS 4.8 注 1 

 - 10×n 

－ ns 

4 データ入力保持時間（対 HWRSTBZ, HWRZ0-HWRZ3↑） tWRH 4.8 － ns 

5 HWAITZ 出力遅延時間（対 HCSZ or HPGCSZ↓） tCLZ 2.0 － ns 

6 HWAITZ 出力遅延時間（対 HWRSTBZ, HWRZ0-HWRZ3↓） tWAITD 2.0 － ns 

7 HWAITZ 有効データ出力遅延時間 

（対 HWRSTBZ, HWRZ0-HWRZ3↓） 

tWRWAITF － 16.4 ns 

8 HWAITZ 有効データ出力保持時間 

（対 HWRSTBZ , HWRZ0-HWRZ3↑） 

tWAITVH 3.0 － ns 

9 HWAITZ 出力保持時間（対 HWRZ0-3, HWRSTBZ↑） tWAITH － 13.6 ns 

10 データ、HWAITZ 出力保持時間 

（対 HCSZ、HPGCSZ↑） 

tCHZ － 13.6 ns 

11 アドレス、HCSZ, HPGCSZ 入力設定時間（対 HRDZ↓） tADDRDS 4.3 注 2 

 - 10×n 

－ ns 

12 ページ・アクセス時のアドレス入力保持時間（対 HRDZ↑） tADDRDH 4.3 － ns 

13 HRDZ リカバリ時間（ハイ幅） tRDW 35.0 － ns 

14 データ、HWAITZ 出力遅延時間（対 HRDZ↓） tRDLZ 2.0 － ns 

15 HWAITZ 有効データ出力遅延時間（対 HRDZ↓） tRDWAITF － 16.4 ns 

16 データ確定時間（対 HWAITZ↑） tWAITR － -7.5 注 3 

 +10×n 

ns 

17 データ、HWAITZ 有効データ出力保持時間（対 HRDZ↑） tDATAOH 3.0 － ns 

18 データ、HWAITZ 出力保持時間（対 HRDZ↑） tRDHZ － 13.6 ns 

19 オンページ・アクセス時のデータ、HWAITZ 出力遅延時間 

（対アドレス） 

tPAGEOND 3.0 16.4 ns 

20 オフページ・アクセス時のデータ、HWAITZ 出力遅延時間 

（対アドレス） 

tPAGEOFD 3.0 16.4 ns 

21 HWAITZ 有効データ出力遅延時間 

（対 HCSZ, HPGCSZ↓） 

tWAITVD － 16.4 ns 

22 先読み機能有効時のアドレス入力保持時間（対 HRDZ↑） tADDRDHP 4.3 － ns 

 

注 1.  HIFBTC レジスタの WRSTD2-WRSTD0 の値が 000B の場合です。 

n：WRSTD2-WRSTD0 の設定値 

2.  HIFBTC レジスタの RDSTD1-RDSTD0 の値が 00B の場合です。 

n：RDSTD1-RDSTD0 の設定値 

3.  HIFBTC レジスタの RDDTS1-RDDTS0 の値が 00B の場合です。 

n：RDDTS1-RDDTS0 の設定値 
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HA1-HA20 (input) 

HRDZ (input) 

HWAITZ (output) 

HWRSTBZ (input) 

HBENZ0-HBENZ3 (input) 

HD0-HD31 (input/output) 

<1> 

<2> 

<3> <4> 

HCSZ, HPGCSZ (input) 

<1> 

<2> 

<7> 

<8> 

<6> <9> 

HWRZ0-WRZ3 (input) 

<5> 

<10> 

<1> 

 

図4.13 外部マイコン・インタフェース・ライト・タイミング（MEMCSEL=L, HIFSYNC=L） 

 

注意.  アクセス中は、アドレス／データ／制御系信号には安定した信号を供給してください。 
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HA1-HA20 (input) 

HRDZ (input) 

HWAITZ (output) 

HWRSTBZ (input) 

HBENZ0-HBENZ3 (input) 

HD0-HD31 (input/output) 

<11> 

<17> 

<15> 

<17> 

HCSZ, HPGCSZ (input) 

<11> 

<13> <13> 

<16> 

<14> 
<18> 

<18> 
<14> 

HWRZ0-HWRZ3 (input) 

<5> 

<10> 

<10> 
<21> 

<22>★ 

 

 

図4.14 外部マイコン・インタフェース・リード・タイミング（MEMCSEL=L, HIFSYNC=L） 

 

注意.  アクセス中は、アドレス／データ／制御系信号には安定した信号を供給してください。 
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HA1-HA3 (input) 

HRDZ (input) 

HWAITZ (output) 

HWRSTBZ (input) 

HBENZ0-HBENZ3 (input) 

HD0-HD31 (input/output) 

<11> 

<17> 

<15> 

<19> 

HCSZ, HPGCSZ (input) 

<11> 

<13> <13> 

<16> 

<14> 
<18> 

<14> 

Off Page On Page Off Page On Page 

<19> 
<18> 

<17> 

HWRZ0-HWRZ3 (input) 

HA4-HA20 (input) 

<11> <12> 

<16> 

<20> 

<20> 

<5> 

<10> 

<10> 

<19> <19> 

<21> 

 

図4.15 外部マイコン・インタフェース・ページ・リード・タイミング（MEMCSEL=L, HIFSYNC=L） 

 

注意.  アクセス中は、アドレス／データ／制御系信号には安定した信号を供給してください。 
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(4) 同期式 SRAM タイプ転送モード 

番号 項 目 略号  MIN  MAX  単位  

1 HBUSCLK ハイ・レベル幅 tHBHIGH 0.5tHBUSCLK-2.1 0.5tHBUSCLK+2.1 ns 

2 HBUSCLK ロー・レベル幅 tHBLOW 0.5tHBUSCLK-2.1 0.5tHBUSCLK+2.1 ns 

3 HBUSCLK 入力周期 tHBUSCLK 20 － ns 

4 アドレス、HCSZ/HPGCSZ 入力設定時間 

（対 HBUSCLK↑）  

tSKPHA 4.0 － ns 

5 アドレス、HCSZ/HPGCSZ 入力保持時間 

（対 HBUSCLK↑）  

tHKPCS 1.0 － ns 

6 アドレス、HCSZ/HPGCSZ 入力設定時間 

（対 HBUSCLK↓）  

tSKNHA 4.0 － ns 

7 アドレス、HCSZ, HPGCSZ 入力保持時間 

（対 HBUSCLK↓）  

tHKNHA 1.0 － ns 

8 HWRZ0-HWRZ3 入力設定時間（対 HBUSCLK↑）  tSKPHWR 4.0 － ns 

9 HWRZ0-HWRZ3 入力保持時間（対 HBUSCLK↑）  tHKPHWR 1.0 － ns 

10 HWRZ0-HWRZ3 入力設定時間（対 HBUSCLK↓）  tSKNHWR 4.0 － ns 

11 HWRZ0-HWRZ3 入力保持時間（対 HBUSCLK↓）  tHKNHWR 1.0 － ns 

12 HBCYSTZ, HWRSTBZ 入力設定時間（対 HBUSCLK↑）  tSKPHBCY 4.0 － ns 

13 HBCYSTZ, HWRSTBZ 入力保持時間（対 HBUSCLK↑）  tHKPHBCY 1.0 － ns 

14 HBCYSTZ, HWRSTBZ 入力設定時間（対 HBUSCLK↓）  tSKNHBCY 4.0 － ns 

15 HBCYSTZ, HWRSTBZ 入力保持時間（対 HBUSCLK↓）  tHKNHBCY 1.0 － ns 

16 HRDZ 入力設定時間（対 HBUSCLK↑） tSKPHRD 4.0 － ns 

17 HRDZ 入力保持時間（対 HBUSCLK↑） tHKPHRD 1.0 － ns 

18 HRDZ 入力設定時間（対 HBUSCLK↓） tSKNHRD 4.0 － ns 

19 HRDZ 入力保持時間（対 HBUSCLK↓） tHKNHRD 1.0 － ns 

20 データ入力設定時間（対 HBUSCLK↑） tSKPHD 4.0 － ns 

21 データ入力保持時間（対 HBUSCLK↑）  tHKPHD 1.0 － ns 

22 データ入力設定時間（対 HBUSCLK↓）  tSKNHD 4.0 － ns 

23 データ入力保持時間（対 HBUSCLK↓）  tHKNHD 1.0 － ns 

24 データ出力遅延時間（対 HRDZ↓） tDKNHRD 2.0 － ns 

25 データ出力保持時間（対 HRDZ↑） tHKPHRD － 13.6 ns 

26 データ出力遅延時間（対 HBUSCLK↑） tDKPHD 2.0 10.0 ns 

27 データ出力遅延時間（対 HBUSCLK↓） tDKNHD 2.0 10.0 ns 

28 HWAITZ 出力遅延時間（対 HBUSCLK↑） tDKPHWT 2.0 10.0 ns 

29 HWAITZ 出力遅延時間（対 HBUSCLK↓） tDKNHWT 2.0 10.0 ns 

30 データ出力保持時間（対 HCSZ/HPGCSZ ↑） tHKPHCS － 13.6 ns 
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HWRZ0-HWRZ3 (input) 

HRDZ (input) 

HWAITZ (output) 

HWRZSTB (input) 
Write status 

HD0-HD31 (input/output) 

HCSZ／HPGCSZ (input) 

 

HA0-HA20 (input) 

HBUSCLK (input) 

<3> 

<1> <2> 

HBCYSTZ (input) 

<8> 

<10> 

<4> 

<6> 

<5> 

<7> 

<4> 

<6> 

<12> 

<14> 

<13> 

<15> 

<12> 

<14> 

<13> 

<15> 

<25> 

<20> 

<22> 

<21> 

<23> 
<20> 

<22> 

<28> 

<5> 

<7> 

IN ※ 

<29> 

HWRZSTB (input) 

Write strobe 

<12> 

<14> 

<13> 

<15> 

<21> 

<23> 

<9> 

<11> 

IN OUT 

 

図4.16 外部マイコン・インタフェース・ライト・タイミング（MEMCSEL=H, ADMUXMODE=H） 

 

備考.  ※：A/D 多重モードにおけるアドレス入力です。 
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HWRZ0-HWRZ3 (input) 

HRDZ (input) 

HWAITZ (output) 

HWRZSTB (input) 

HD0-HD31 (input/output) 

HA0-HA20 (input) 

HBUSCLK (input) 

<3> 

<1> <2> 

HBCYSTZ (input) 

<4> 

<6> 

<5> 

<7> 

<4> 

<6> 

<12> 

<14> 

<13> 

<15> 

<16> 

<18> 

<17> 

<19> 

<25> 

<20> 

<22> 

<21> 

<23> 

<28> 

<5> 

<7> 

IN ※ 

<29> 

<26> 

 

<27> 

OUT OUT 

<25> 

<30> 

<24> 

HCSZ／HPGCSZ (input) 

 

 

図4.17 外部マイコン・インタフェース・リード・タイミング（MEMCSEL=H, ADMUXMODE=H） 

 

備考.  ※：A/D 多重モードにおけるアドレス入力です。 
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4.8.5 シリアル・フラッシュ ROM インタフェース 

 

項 目 略 号 条 件 MIN MAX 単位 

SMSCK 出力周期 tSFRCYC CL = 15pF 20 － ns 

SMSCK ハイ・レベル幅 tSMCKH 0.5 tSFRCYC - 2.0 0.5 tSFRCYC + 2.0 ns 

SMSCK ロー・レベル幅 tSMCKL 0.5 tSFRCYC - 2.0 0.5 tSFRCYC + 2.0 ns 

SMSCK 立ち上がり時間 tSMCKR － 1.9 ns 

SMSCK 立ち下がり時間 tSFRCYC － 1.9 ns 

SMCSZ の立ち下りから SMSCK の立

ち上がりまでの遅延時間 

tDSMCSCK CL = 15pF 

Freq = 50MHz 

6.0 注 － ns 

SMSCK の立ち上がりに対する

SMCSZ の立ち上がりまでの保持時間 

tDSMCKCS CL = 15pF 

Freq = 50MHz 

9.0 注 － ns 

SMCSZ のハイ幅 tSMCSH CL = 15pF 14 注 － ns 

SMSI 入力設定時間（対 SMSCK↓） tSSMI － 6.0 － ns 

SMSI 入力保持時間（対 SMSCK↓） tHSMI － 0 － ns 

SMSI 出力遅延時間（対 SMSCK↓） tDSMI CL = 15pF -1.0 5.0 ns 

SMSO 入力設定時間（対 SMSCK↓） tSSMO － 6.0 － ns 

SMSO 入力保持時間（対 SMSCK↓） tHSMO － 0 － ns 

SMSO 出力遅延時間（対 SMSCK↓） tDSMO CL = 15pF -1.0 5.0 ns 

 

注.  SFMSSC レジスタの設定により、タイミングを延ばせます。 

詳細は、R-IN32M3 シリーズ 周辺機能編の「12.2.2 チップ選択制御レジスタ（SFMSSC）」を参照し

てください。 

 

SMSCK（出力）

[SPI モード3]

MSB

SMSCK（出力）

[SPI モード0]

SMCSZ（出力）

SMSO/SMSI（出力）

SMSI/SMSO（入力）

< tDSMI >
< tDSMO >

< tHSMO >
< tHSMI >

MSB

< tSSMO >
< tSSMI>

< tDSMCSCK > < tDSMCKCS >

< tSFRCYC > < tSMCKR >

< tSMCKF >

< tSMCKH >

< tSMCKL >

< tSMCSH >

LSB

LSB

 

図4.18 シリアル Flash メモリ・アクセス・タイミング 
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4.8.6 外部 DMA インタフェース 

 

項 目 略号 条 件 MIN MAX 単位 

DMAREQZn, RTDMAREQZ 

入力設定時間（対 BUSCLK↑） 

tSKDR － 7.0 － ns 

DMAREQZn, RTDMAREQZ 

入力保持時間 1 

tHKDR1 － DMAACKZn↓, 

RTDMAACKZ↓ 

まで 

－ ns 

DMAREQZn, REDMAREQZ 

入力保持時間 2（対 BUSCLK↑） 

tHKDR2 － － tBUSCLK
注 1×m 注 2－ 7.0 ns 

DMAACKZn, RTDMACKZ 

出力遅延時間（対 BUSCLK↑） 

tDKDA CL = 30pF 2.0 10.0 ns 

DMAACKZn, RTDMAACKZ 

出力ロー・レベル幅 

tWDAL 

 

－ tBUSCLK
注 1×m 注 2－8 tBUSCLK

注 1 ×m 注 2＋8 ns 

DMATCZn, RTDMATCZ 出力遅延時間

（対 BUSCLK↑） 

tDKTC CL = 30pF 2.0 10.0 ns 

 

注 1.  tBUSCLKは BUSCLK の周期（10ns）です。 

2.  n = 0-1, m = 1-31（DMAIFC0, DMAIFC1, RTMDAIFC レジスタ設定）。 

 

 

BUSCLK（出力）

DMAREQZn,
RTDMAREQZ

（入力）

DMAACKZn,
RTDMAACKZ

（出力）

DMATCZn,
RTDMATCZ

（出力）

< tSKDR >

< tHKDR1 >

< tDKDA >

< tWDAL >

< tDKTC >

< tHKDR2 >

 

図4.19 外部 DMA アクセス・タイミング 

 

備考.  n = 0, 1 
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4.8.7 CSI インタフェース 

CSI（クロック同期式シリアル・インタフェース）は、マスタ・モードとスレーブ・モードがあります。 

 

(1) マスタ・モード 

 

項 目 略 号 条 件 MIN MAX 単位 

CSISCKn 出力周期 tCSIMSCK CL = 15pF 40 － ns 

CSISCKn 出力ハイ・レベル幅 tWSKH CL = 15pF tCSIMSCK×0.5 - 5.0 － ns 

CSISCKn 出力ロー・レベル幅 tWSKL CL = 15pF tCSIMSCK×0.5 - 5.0 － ns 

CSISIn 入力設定時間（対 CSISCKn↑） tSMSI － 8.5 － ns 

CSISIn 入力設定時間（対 CSISCKn↓） tSMSI － 8.5 － ns 

CSISIn 入力保持時間（対 CSISCKn↑） tHMSI － 7.0 － ns 

CSISIn 入力保持時間（対 CSISCKn↓） tHMSI － 7.0 － ns 

CSISOn 出力遅延時間（対 CSISCKn↑） tDMSO CL = 15pF 

 

－ 7.0 ns 

CSISOn 出力遅延時間（対 CSISCKn↓） tDMSO － 7.0 ns 

CSISOn 出力保持時間（対 CSISCKn↑） tHMSO tCSIMSCK×0.5－5.0 － ns 

CSISOn 出力保持時間（対 CSISCKn↓） tHMSO tCSIMSCK×0.5－5.0 － ns 

 

 

CSISCKn （入出力）

CSISIn （入力）

CSISOn （出力）

< tHMSI>

< tCSIMSCK >

 < tHMSO>< tDMSO >

< tSMSI >

 

図4.20 CSI アクセス・タイミング（マスタ・モード） 

 

備考 1.  n = 0, 1 

2.  上図は「対 CSISCKn↓」のデータ出力、「対 CSISCKn↑」のデータ入力を例にした 

タイミング図となっています。動作モードに合わせて、参照タイミングを読み替えて下さい。 
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(2) スレーブ・モード 

 

項 目 略 号 条件 MIN MAX 単位 

CSISCKn 入力周期 tCSISSCK － 60 － ns 

CSISCKn 入力ハイ・レベル幅 tWSKH － tCSISSCK×0.5 - 5.0 － ns 

CSISCKn 入力ロー・レベル幅 tWSKL － tCSISSCK×0.5 - 5.0 － ns 

CSISIn 入力設定時間（対 CSISCKn↑） tSSSI － 10.0 － ns 

CSISIn 入力設定時間（対 CSISCKn↓） tSSSI － 10.0 － ns 

CSISIn 入力保持時間（対 CSISCKn↑） tHSSI － 15 － ns 

CSISIn 入力保持時間（対 CSISCKn↓） tHSSI － 15 － ns 

CSISOn 出力遅延時間（対 CSISCKn↑） tDSSO CL = 15pF 

 

－ 10.0 ns 

CSISOn 出力遅延時間（対 CSISCKn↓） tDSSO － 10.0 ns 

CSISOn 出力保持時間（対 CSISCKn↑） tHSSO tCSISSCK×0.5－5.0 － ns 

CSISOn 出力保持時間（対 CSISCKn↓） tHSSO tCSISSCK×0.5－5.0 － ns 

 

 

CSISCKn （入出力）

CSISIn （入力）

< tSSSI >

CSISOn （出力）

< tHSSI >

< tCSISSCK >

< tHSSO >< tDSSO >

 

図4.21 CSI アクセス・タイミング（スレーブ・モード） 

 

備考 1.  n = 0, 1 

2.  上図は「対 CSISCKn↓」のデータ出力、「対 CSISCKn↑」のデータ入力を例にした 

タイミング図となっています。動作モードに合わせて、参照タイミングを読み替えて下さい。 
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4.8.8 I2C インタフェース 

 

項 目 略号 条件 
標準モード 高速モード 

単位 
MIN MAX MIN MAX 

SCL 入出力周波数 tSCL CL = 30pF 

 

0 100 0 400 kHz 

ストップ・コンディションとスタート・コ

ンディションの間のバス・フリー・タイム 

tBUF 4.7 － 1.3 － μs 

ホールド・タイム tHSTA 4.0 － 0.6 － μs 

SCL クロックのロー・レベル幅 tSCLL 4.7 － 1.3 － μs 

SCL クロックのハイ・レベル幅 tSCLH 4.0 － 0.6 － μs 

スタート・コンディションおよびリスター

ト・コンディションのセットアップ時間 

tSSTA 4.7 － 0.6 － μs 

データ・ホールド・

タイム 

CBUS 互換マスタ tHDAT 5.0 － － － μs 

I2C バス 0 － 0 0.9 μs 

データ・セットアップ・タイム tSDAT 250 － 100 － ns 

SDA および SCL の立ち上がり時間 tSCLR － 1000 20+0.1Cb 300 ns 

SDA および SCL の立ち下がり時間 tSCLF － 300 20+0.1Cb 300 ns 

ストップ・コンディションのセットアッ

プ・タイム 

tSSTO 4.0 － 0.6 － μs 

入力フィルタによって抑制されるスパイ

クのパルス幅 

tSP － － 0 50 ns 

各バス・ラインの容量性負荷 Cb － － 400 － 400 pF 

 

 

SCLn （入出力）

SDAn （出力）

ストップ・
コンディション

スタート・
コンディション

リスタート・
コンディション

ストップ・
コンディション

< tBUF>

< tHDAT> < tSDAT>

< tSSTA>

< tHSTA>

< tSP>

< tSSTO>

< tHSTA>

< tSCL> < tSCLL>< tSCLH>

 

図4.22 I2C アクセス・タイミング 

 

備考.  n = 0, 1 

tSCLR、tSCLFの記載は省略します。 
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4.8.9 CAN インタフェース 

 

項目 略号 条件 MIN MAX 単位 

内部遅延時間 tNODE CL = 30pF － 75 ns 

 

CAN内部クロック
（入出力）

CTXDn
（送信データ）

< tOUTPUT>

< tINPUT>

CRXDn
（受信データ）

 

図4.23 CAN アクセス・タイミング 

 

内部遅延時間（tNODE）= 内部送信遅延時間（tOUTPUT）+ 内部受信遅延時間（tINPUT） 

R-IN32M3

CANコントローラ

内部送信遅延時間
<tOUTPUT>

内部受信遅延時間
<tINPUT>

CTXDn端子

CRXDn端子

 

図4.24 CAN アクセス・タイミング（補足） 

 

備考 1.  CAN 内部クロック（fCAN）：CAN ボー・レート・クロック 

2.  n = 0, 1 
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4.8.10 Ethernet インタフェース（R-IN32M3-CL のみ） 

(1) GMII インタフェース 

 

項 目 略 号 条件 MIN MAX 単位 

ETHn_GTXC 出力周期 tGTXC CL = 13pF 8 － ns 

ETHn_RXC 入力周期 tGRXC － 8 － ns 

ETHn_TXDm 出力遅延時間（対 ETHn_GTXC↑） tDGTKTD CL = 13pF 0.5 5.5 ns 

ETHn_TXEN, ETHn_TXER 出力遅延時間（対 ETHn_GTXC↑） tDGTKTE CL = 13pF 0.5 5.5 ns 

ETHn_RXDm 入力設定時間（対 ETHn_RXC↑） tSGRDRK － 2.0 － ns 

ETHn_RXDm 入力保持時間（対 ETHn_RXC↑） tHGRDRK － 0 － ns 

ETHn_RXDV, ETHn_RXER 入力設定時間（対 ETHn_RXC↑） tSGRVRK － 2.0 － ns 

ETHn_RXDV, ETHn_RXER 入力保持時間（対 ETHn_RXC↑） tHGRVRK － 0 － ns 

 

ETHn_GTXC
（出力）

ETHn_TXDm
（出力）

ETHn_TXEN
ETHn_TXER

（出力）

< tDGTKTD>

< tDGTKTE> < tDGTKTE>

< tGTXC>

 

図4.25 Ethernet アクセス・タイミング（GMII 送信） 

 

ETHn_RXC
（入力）

ETHn_RXDm
（入力）

ETHn_RXDV
ETHn_RXER

（入力）

< tSGRDRK>

< tHGRVRK>< tSGRVRK>

< tHGRDRK>

< tGRXC>

 

図4.26 Ethernet アクセス・タイミング（GMII 受信） 

 

備考  n = 0, 1, m = 0-7 
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(2) MII インタフェース 

 

項 目 略号 条件 MIN MAX 単位 

ETHn_TXC 入力周期 tTXC － 40 － ns 

ETHn_RXC 入力周期 tRXC － 40 － ns 

ETHn_TXDm 出力遅延時間（対 ETHn_TXC↑） tDTKTD CL = 30pF 0 25 ns 

ETHn_TXEN, ETHn_TXER 出力遅延時間（対 ETHn_TXC↑） tDTKTE CL = 30pF 0 25 ns 

ETHn_RXDm 入力設定時間（対 ETHn_RXC↑） tSRDRK － 10 － ns 

ETHn_RXDm 入力保持時間（対 ETHn_RXC↑） tHRDRK － 10 － ns 

ETHn_RXDV, ETHn_RXER 入力設定時間（対 ETHn_RXC↑） tSRVRK － 10 － ns 

ETHn_RXDV, ETHn_RXER 入力保持時間（対 ETHn_RXC↑） tHRVRK － 10 － ns 

 

ETHn_TXC
（入力）

ETHn_TXDm
（出力）

ETHn_TXEN
ETHn_TXER

（出力）

< tDTKTD>

< tDTKTE> < tDTKTE>

< tTXC>

 

図4.27 Ethernet アクセス・タイミング（MII 送信） 

 

ETHn_RXC
（入力）

ETHn_RXDm
（入力）

ETHn_RXDV
ETHn_RXER

（入力）

< tSRDRK>

< tHRVRK>< tSRVRK>

< tHRDRK>

< tRXC>

 

図4.28 Ethernet アクセス・タイミング（MII 受信） 

 

備考  n = 0, 1, m = 0-7 
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(3) シリアル・マネージメント・インタフェース 

 

項 目 略 号 条 件 MIN MAX 単位 

ETH_MDC 出力周期 tMDC CL = 30pF 80 － ns 

ETH_MDIO 入力設定時間（対 ETH_MDC↑） tSMDIO 10 － ns 

ETH_MDIO 入力保持時間（対 ETH_MDC↑） tHMDIO 0 － ns 

ETH_MDIO 出力遅延時間（対 ETH_MDC↑） tDMDIO 20 － ns 

 

ETH_MDC
（出力）

ETH_MDIO
（入力）

< tMDC>

< tHMDIO>

ETH_MDIO
（出力）

< tDMDIO> < tDMDIO>

< tSMDIO>

 

図4.29 Ethernet アクセス・タイミング（シリアル・マネージメント） 
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4.8.11 デバッグ・インタフェース 

(1) デバッグ・シリアル・インタフェース 

 

項 目 略 号 条 件 MIN MAX 単位 

TCK 入力周期 tTCK － 20 － ns 

TMS 入力設定時間（対 TCK↑） tSTMS － 6.5 － ns 

TMS 入力保持時間（対 TCK↑） tHTMS － 0 － ns 

TDI 入力設定時間（対 TCK↑） tSTDI － 6.5 － ns 

TDI 入力保持時間（対 TCK↑） tHTDI － 0 － ns 

TDO 出力遅延時間（対 TCK↓） tDTDO CL = 30pF 3.0 13.0 ns 

 

 
TCK（入力）

TMS（入力）

TDI（入力）

TDO（出力）

< tSTDI >

< tSTMS >
< tHTMS >

< tHTDI >

< tDTDO >

< tTCK >

 

図4.30 デバッグ・シリアル・インタフェース 
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(2) トレース・インタフェース 

 

項 目 略 号 条 件 MIN MAX 単位 

TRACECLK 出力周期 tTRCCLK CL = 15pF 20 － ns 

TRACEDATA 出力遅延時間（対 TRACECLK） tDTRCDAT CL = 15pF 0.26 8.43 ns 

 

TRACEDATA0-
TRACEDATA3

（出力）

< tDTRCDAT >

 
TRACECLK（出力）

< tDTRCDAT >

< tTRCCLK >

 

図4.31 トレース・インタフェース 
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5. パッケージ外形図 

 

 

 



 

 

 

改訂記録 R-IN32M3 シリーズ データシート 

改訂記録 

Rev. 発行日 改訂内容 

ページ ポイント 

暫定 1.00 2012.10.19 － 初版発行 

暫定 2.00 2012.12.03 全体 「CC-Link IE Field network」→「CC-Link IE Field」に変更 

  12-13 「2.1 端子配置図」新規追加 

  14-16 「2.3.1 イーサネット端子」情報修正 

  20 「2.3.5 ポート端子、リアルタイム・ポート端子」一部端子名変更 

  26 「2.3.9 タイマ入出力端子」リセット中の状態を修正 

  28 「2.3.14 システム端子」情報追加 

  29 「2.3.15 テスト端子」情報追加 

  30 「2.3.16 動作モード設定端子」情報追加 

  36 「2.4.4 テスト端子」情報追加 

  39-62 「3 詳細仕様」新規追加 

62-65 「4 電気的特性」出力バッファを駆動能力の表記のみに変更。 

  67 「4.6 電源投入／遮断手順」新規追加 

  68-87 「4.7 AC 特性」新規追加 

暫定 3.00 2013.1.17 2 「1.3 機能概要」外部メモリ・アクセス機能修正 

  3 「1.3 機能概要」CC-Link 対応局種の状況修正 

「1.3 機能概要」EtherPHY 追加 

  4 「1.4 機能ブロック図」R-IN32M3-EC のブロック図修正 

  5 「1.4 機能ブロック図」R-IN32M3-CL のブロック図修正 

  14 「2.3.1 イーサネット端子」PHY インタフェース端子一覧修正 

  16 「2.3.1 イーサネット端子」PHYLINK0/1 のリセット中の状態を修正 

  17 「2.3.2 EtherCAT Slave Controller 端子」CATSYNC1 のリセット中の状態を修正 

  18 「2.3.3 外部メモリ・インタフェース」WAITZ1-WAITZ3 追加及び注意事項追加 

  25 「2.3.8 外部割込み端子」リセット中の状態を修正 

  26 「2.3.9 タイマ入出力端子」TIN2/TOUT2 のリセット中の状態を修正 

「2.3.10 ウォッチドック・タイマ出力端子」リセット中の状態を修正 

  30 「2.3.16 CC-Link（リモートデバイス局）」リセット中の状態を修正 

  31 「2.3.17 システム端子」PECL バッファ電源を追加 

  34 「2.4.1 イーサネット端子」ETH0_TXC の未使用時の処理を GND に接続に修正 

  36 「2.4.4 テスト端子」TRSTZ の未使用時の処理をオープンに修正 

  62 「3.20 ハードウェア・リアルタイム OS」全体構成図追加 

  63 「3.20 ハードウェア・リアルタイム OS」サービス・コール一覧追加 

 



 

 

 

Rev. 発行日 改訂内容 

ページ ポイント 

1.00 2013.3.29 全体 「CC-Link IE Field」→「CC-Link IE Field（インテリジェントデバイス局）」に変

更 

全体 「CC-Link(Slave)」→「CC-Link（リモートデバイス局）」に変更 

1 「1.1 概説」内容修正 

14 「2.3.1 イーサネット端子」(1)内の ETH_MDC のリセット中の状態変更 

「2.3.1 イーサネット端子」(1)の「注」記載内容変更 

18 「2.3.3 外部メモリ・インタフェース」BUSCLK のリセット中の状態変更 

19 「2.3.4 外部マイコン・インタフェース」HD0-HD15 のリセット中の状態変更 

31 「2.3.17 システム端子」HOTRESETZ, VDDQ_MII, CLKOUT25M0, CLKOUT25M1

を追加 

「2.3.17 システム端子」PONRZ の機能変更 

53 「3.12 CC-Link 機能」対応局種類の対応状況を変更 

76 「4.7.3 外部メモリ・インタフェース端子」の(1)内の計算例内の数値に説明を追加 

76 「4.7.3 外部メモリ・インタフェース端子」の(2)内の MIN 値の 30pF 時の計算結果

を修正 

79 「4.7.3 外部メモリ・インタフェース端子」の(3)内の MIN 値の 30pF 時の計算結果

を修正 

82 「4.7.4 外部マイコン・インタフェース端子」を追加 

2.00 2013.12.9 全体 CC-Link 対応局種変更。 

3 「表 1.2 R-IN32M3 の機能概要」スタンバイモード削除 

6-10 「1.5 メモリ・マップ」の EtherCAT のアクセス可能領域を修正。 

28 「2.3.14 CC-Link IE Field（インテリジェントデバイス局）端子」端子機能を追記 

31 「2.3.17 システム端子」VDD15 の機能変更 

「2.3.17 システム端子」VDDQ_MII に「注」追加 

44 「3.4 CC-Link IE Field（インテリジェントデバイス局）機能」説明を追記 

47 「3.7 ウォッチドッグ・タイマ」のオーバ・フロー時間を 163μs~5.36s に修正 

71 「4.4 DC 特性」動作消費電力値を追加 

73 「4.6 電源投入／遮断手順」内容修正 

80 「4.7.3 外部メモリ･インタフェース端子」の(3)内の記述修正 

81 「図 4.6 メモリ・コントローラ・リード・タイミング（クロック同期式メモリ）」

内容修正 

86 「図5.1 シリアル・フラッシュ ROM アクセス・タイミング」SMCSZ(入力)→

SMCSZ(出力)に修正 

92 「4.7.10 Ethernet インタフェース」の(1)内の ETHn_TXDm/ETHn_TXEN, 

ETHn_TXER 出力遅延時間 MAX 値修正 

2.01 2014.02.07 6, 10 「1.5 メモリ・マップ」の EtherCAT のアクセス可能領域を修正。 

30 「2.3.16 CC-Link（リモートデバイス局）」の端子一覧に CCM_CLK80M を追加 

33 「2.3.19 動作モード設定端子」ブート・モード選択の修正 

37 「2.4.5 ポート端子」Pull Up/Down の抵抗値追記 

39 「2.4.8 CC-Link（インテリジェントデバイス局、リモートデバイス局）」に修正 

72 「4.5 プルアップ／プルダウン抵抗値」5kΩ行の記載削除 

71 表 4.6 DC 特性に TYP 電流追記 

86 「4.7.5 シリアル・フラッシュ ROM インタフェース」追記 

 



 

 

 

Rev. 発行日 改訂内容 

ページ ポイント 

2.02 2014.04.18 20, 30 CC-Link 端子(リモートデバイス局)の見直し 

39 「2.4.7 CC-Link IE Field 端子」CCI_CLK2_097M 端子の未使用時の接続方法の記

載修正、注記追加。 

2.03 2014.5.30 73 「4.6 電源投入／遮断手順」の注意事項追記 

2.04 2014.12.25 3 「1.3  機能概要」CC-Link インテリジェントデバイス局の対応状況を変更 

  6-10 「1.5 メモリ・マップ」の EtherCAT のアクセス可能領域を修正。 

  31 「2.3.17 システム端子」FB 端子の属性を“-”から入力に変更 

  76 「4.7.2 リセット端子」ロー・レベル幅の MIN 値表記を変更（+1usec を追加） 

  86 「4.7.4 外部マイコン・インタフェース端子」非同期モード記載追加 

3.00 2015.8.31 83-93 「4.7.4 外部マイコン・インタフェース端子」タイミング情報修正 

3.01 2015.9.18 87-90 「4.7.4 外部マイコン・インタフェース端子」に「(2) 同期モード（CC-Link IE Field）」

を追加 

4.00 2015.11.30 14-35 「2.3 端子機能一覧」 

・表 2.1、表 2.2 を追加し、略号表記を統一 

・外部メモリ・インタフェース端子に同期式バースト・アクセス MEMC の 

  機能を明記(MA0-MA26、MD0-MD31) 

  15 「2.3.1（1）PHY インタフェース端子」 

ETHn_GTXC、ETHn_TXEN、ETHn_TXER、ETHn_TXD0-7（n：0-1）の 

リセット中にドライブ能力切替機能に関する「注」を追加 

  19 「2.3.3 外部メモリ・インタフェース」 

・BUSCLK のリセット中をクロック出力に修正 

・「注 1」に ADMUXMODE 端子設定時の機能を明記 

  27 「2.3.11 トレース端子」TRACECLK のリセット中をクロック出力に修正 

  29 「2.3.14 CC-Link IE Field（インテリジェントデバイス局）端子」 

・CCI_WAITEDGEH、CCI_WRLENH に「注」を追加 

  30 「2.3.15 CC-Link（インテリジェントデバイス局）」 

CCM_CLK80M の機能説明を修正 

  31 「2.3.16 CC-Link（リモートデバイス局）」 

・CCM_CLK80M の機能説明を修正 

・CCM_CLK80M は、インテリジェントデバイス局と共用である旨を「注」で明記 

  32 「2.3.17 システム端子」 

・XT1/XT2、OSCTH、JTAGSEL の機能説明を修正 

・OSCTH のアクティブレベルを修正 

・RSTOUTZ、CLKOUT25Mn0/1 のリセット中を修正 

  35 「2.3.19 動作モード設定端子」使用可能な動作モードの組み合わせを明記 

  38 「2.4.3 システム端子」OSCTH、JTAGSEL の未使用時の推奨接続方法を修正 

  41 「2.4.6 動作モード設定端子」未使用時の推奨接続方法を修正 

  45 「3.3 EtherCAT 機能」表 3.1 を修正 

  50 「3.8.1 機能概要」外部イベントカウント機能を追記 

  64-65 「3.20 ハードウェア・リアルタイム OS」 

・QINT 表記を修正 

・「3.20.2 サービス・コール」をプログラミング・マニュアル OS 編に集約するた

め削除し、備考として、参照先を追記 

 



 

 

 

Rev. 発行日 改訂内容 

ページ ポイント 

4.00 2015.11.30 70 「4.6 端子容量」を追加 

  73 「4.8.1（1）入力クロック」 

CCI_CLK2_097M の MIN/MAX 表記を修正。 

  77-81 「4.8.3 外部メモリ・インタフェース」 

・図 4.4、図 4.5 の注に WREN レジスタの参照先を追記 

・図 4.6、図 4.7 に WAITZ1-WAITZ3 を追記 

  97 「4.8.6 外部 DMA インタフェース」 

・tWDALの誤記を修正（tWDAH→tWDAL） 

・「注 2」に n=0-1 を追記 

  98-99 「4.8.7 CSI インタフェース」 

・CSISCKn のハイ/ロー幅を追記 

・タイミングチャートが例示である旨を備考で明記 

  102-103 「4.8.10 Ethernet インタフェース」 

データ端子の添え字 m を追記 

  106 「4.8.11（2）トレース・インタフェース」 

・TRACADATA 出力遅延時の表記を修正 

・TRACADATA 出力遅延時の MAX 表記を修正 

4.01 2017.2.28 30 「2.3.15 CC-Link（インテリジェントデバイス局）」 

CCM_MDIN0-3 信号の機能説明を修正。（補足） 

  57 「3.14.1(1) 外部マイコン・インタフェース」 

インタフェース方式、同期関係、バッファ機能の説明を修正。（補足） 

  58 「3.14.1(2) AHB マスタ・ポート仕様」 

アドレス空間の表記を修正。（表記変更） 

   「3.14.1(3) ステータス確認機能」 

ステータス確認可能なモードを明記。（補足） 

  59 「3.15.1 機能概要」 

ウエイト機能の表記（ステート→ウエイト）を修正。（表記変更） 

  60 「3.16.1 特 徴」 

ウエイト信号の端子名を変更。（誤記訂正） 

  61 「3.17.1 機能概要」ECC エラー割り込み機能を追加。（機能追加） 

   「3.17.2 リード・バッファ機能」 

2bit ECC エラー発生時の AHB バス動作説明を修正。（誤記訂正） 

  62 「3.18 データ RAM」Header Endec の表記を修正。（表記変更） 

   「3.18.1 機能概要」ECC エラー割り込み機能を追加。（機能追加） 

  63 「3.19.1 機能概要」ECC エラー割り込み機能を追加。（機能追加） 

  64 「3.20.1 機能概要」 

サポート機能として Internal DMA/Buffer Allocator/Header EnDec 追加。（機能追加） 

  70 「4.4 DC 特性」 

表 4.6 入力リーク電流の条件から 5kΩ 抵抗の項目を削除。（誤記訂正） 

表 4.7 ハイ・レベル出力電圧のシンボル（IOL→IOH）変更。（誤記訂正） 

 



 

 

 

Rev. 発行日 改訂内容 

ページ ポイント 

5.00 2018.12.28 3 「1.3 機能概要」 

表 1.2 R-IN32M3 の機能概要(2/2)に内蔵 PHY 用電源を追加。 

  6,7,10,11 「1.5 メモリ・マップ」 

以下のメモリ・マップそれぞれに対し、命令 RAM 領域(768K バイト)はブート・ 

モードによりアクセス発生アドレスが変化する注意を追加。 

図 1.1 メモリ・マップ（全体）（R-IN32M3-EC） 

図 1.2 メモリ・マップ（全体）（R-IN32M3-CL） 

図 1.6 外部マイコン・インタフェース空間（R-IN32M3-EC） 

図 1.7 外部マイコン・インタフェース空間（R-IN32M3-CL） 

  6,7 「1.5 メモリ・マップ」 

以下のメモリ・マップの命令 RAM 領域と命令 RAM ミラー領域の入れ替わりを修

正 

図 1.1 メモリ・マップ（全体）（R-IN32M3-EC） 

図 1.2 メモリ・マップ（全体）（R-IN32M3-CL） 

  10,11 「1.5 メモリ・マップ」 

以下のメモリ・マップの命令 RAM 領域を命令 RAM ミラー領域へ修正 

図 1.6 外部マイコン・インタフェース空間（R-IN32M3-EC） 

図 1.7 外部マイコン・インタフェース空間（R-IN32M3-CL） 

  22 「2.3.5 ポート端子、リアルタイム・ポート端子」 

端子名を変更(CCM_IRZ→CCM_IRLZ) 

  30 「2.3.15 CC-Link（インテリジェントデバイス局）」 

端子名を変更(CCM_IRZ→CCM_IRLZ) 

CCM_MDIN0-3、CCM_IRLZ の機能説明を修正 

CCM_ERRZ、CCM_MSTZ、CCM_SMSTZ の機能説明を未使用に変更 

  68 「4.2 絶対最大定格」 

表 4.4 絶対最大定格へ 1.5V 系を追加 

  69 「4.3 推奨動作範囲」 

表 4.5 推奨動作範囲へ 1.5V 電源を追加 

  77,78 「4.8.3 外部メモリ･インタフェース端子」 

タイミング図中の BCYSTZ 端子の端子方向を修正(入力→出力) 

  89 「4.8.4  外部マイコン・インタフェース端子 (3)非同期モード」 

番号 22 へ先読み機能有効時のアドレス入力保持時間を追加。 

  91 「4.8.4  外部マイコン・インタフェース端子 (3)非同期モード」 

図 4.14 外部マイコン・インタフェース・リード・タイミング(MEMCSEL=L、

HIFSYNC=L)へ番号 22 を追加。 

  96 「4.8.5 シリアル・フラッシュ ROM インタフェース」 

tDSMCSCK、tDSMCKCSのスペックを変更 

  － 誤記訂正、表現訂正、他文書との記載内容統一 

5.01 2021.1.12 3 「1.3 機能概要」 

EtherCA P 未サポートについての注記を追加 

 



 

 

製品ご使用上の注意事項 

ここでは、CMOS デバイスの一般的注意事項について説明します。個別の使用上の注意事項については、本

文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の記載が優先するものと

します。 

 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイ・インピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は、製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、切り替えからリセットが有効になるまでの期間、端子の状

態は保証できません。 

同様に、内蔵パワー・オン・リセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのアド

レスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてください。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、クロ

ックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（または外

部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切り替え

てください。 
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